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台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵

楊
守
敬
観
海
堂
旧
蔵

室
町
時
代
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

に
つ
い
て

高

橋

智

緒

言

本
論
は
、『

斯
道
文
庫
論
集』

第
四
十
輯
に
掲
載
し
た

｢

室
町
時
代
鈔
本
論
語
集
解
の
研
究｣

の
う
ち
、
序
論
・
総
論
を
前
提
に
、
各

伝
本
の
具
体
的
な
調
査
研
究
を
述
べ
る
各
論
に
属
す
る
一
編
で
あ
る
。
既
に
、
総
論
で
解
説
し
た
テ
キ
ス
ト
の
分
類
に
従
っ
て
、
各
所
在

本
の
順
次
解
題
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
台
湾
の
観
海
堂
本
は
、
他
の
伝
本
と
異
な
り
、
蔵
書
流
通
の
意
義
か
ら
し
て
も
こ
れ
を
分
散
さ
せ

て
説
明
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
永
久
に
一
括
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
に
敢
え
て
観
海
堂
本
の
一
章
を
設
け
る

こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
平
成
十
八
年
二
月
十
日
よ
り
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

(

財)

日
台
交
流
協
会
・
日
台
研
究
支
援
事

業

(

派
遣)

の
助
成
を
受
け
、
元
・
故
宮
博
物
院
文
献
処
処
長
、
現
・
淡
江
大
学
文
献
資
源
研
究
所
教
授
呉
哲
夫
氏
の
ご
指
導
の
も
と
、

台
湾
故
宮
博
物
院
の
楊
守
敬
観
海
堂
本

『

論
語』

関
係
善
本
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
論
は
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
を
成
す
も

の
で
あ
る
。
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序

言

台
湾
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
楊
氏
観
海
堂
本
は
、
清
末
、
楊
守
敬

(

湖
北
宜
都
の
人
・
一
八
三
九
〜
一
九
一
五)

が
森
立
之
等
を

通
じ
て
購
入
し
た
、
日
本
の
室
町
時
代
以
前
の
、
日
本
人
に
よ
る
古
鈔
本
・
古
刊
本
が
そ
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
に

は
、｢

飛
青
閣
蔵
書
印｣

｢

星
吾
海
外
訪
得
秘
笈｣
｢

宜
都
楊
氏
蔵
書
記｣

の
蔵
書
印
を
捺
し
、
毎
書
の
首
に
楊
守
敬
七
十
歳
の
肖
像

(

写

真)

を
添
え
る
。
楊
守
敬
は
金
石
・
目
録
・
地
理
の
三
門
に
秀
で
た
功
績
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
、
中
国
に
亡
ん
で
日
本
に

古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
古
写
本
や
古
刊
本
を
翻
刻
、｢

古
逸
叢
書｣

と
名
付
け
て
出
版
し
た
功
績
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

一
八
八
〇
年

(

清
光
緒
六
年
・
明
治
十
三
年)
、
駐
日
公
使
何
如
璋

(

広
東
大
埔
の
人
・
一
八
三
八
〜
一
八
九
一)

に
召
さ
れ
来
日
し
、

日
本
の
漢
学
者
と
交
わ
り
、
日
本
に
伝
わ
る
中
国
古
典
籍
の
奥
深
さ
に
驚
嘆
し
、
継
い
で
翌
年
来
日
し
た
公
使
黎
庶
昌(

貴
州
遵
義
の
人
・

一
八
三
七
〜
一
八
九
七)

に
謀
り
、
東
京
の
使
署
に
て
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
楊
氏
は
、
当
時
の
日
本
で
盛
ん
と
な
っ

て
漸
く
衰
え
る
か
に
見
え
た
古
書
研
究
の
風
を
、
一
身
に
担
っ
て
い
た
書
誌
学
者
森
立
之

(

一
八
〇
六
〜
一
八
八
五)

に
日
本
の
書
誌
学

を
学
び
、
自
ら
も
古
書
の
蒐
集
に
努
め
て
い
た
。
当
時
、
森
立
之
は
、
狩
谷�
斎
・
小
嶋
宝
素
・
多
紀�
庭
・
渋
江
抽
斎
等
が
営
ん
だ
江

戸
時
代
後
期
の
古
書
研
究
会
の
成
果
を
、
善
本
解
題
書
で
あ
る

｢

経
籍
訪
古
志｣

に
纏
め
る
作
業
を
終
え
、
あ
る
い
は
増
補
や
図
録
の
編

纂
を
企
図
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
楊
守
敬
に
と
っ
て
は
、
願
っ
て
も
な
い
知
遇
を
得
た
わ
け
で
、
一
八
八
四
年

(

清
光
緒
十
年)

の
帰

国
に
際
し
て
は
、｢

経
籍
訪
古
志｣

に
著
録
す
る
数
多
の
古
写
本
や
古
刊
本
を
梱
包
舶
載
し
て
乗
船
し
た
の
で
あ
っ
た
。
民
国
二
十
一
年
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(
一
九
三
二)

に
編
纂
さ
れ
た

｢

故
宮
所
蔵
観
海
堂
書
目｣

の
袁
同
礼
の
序
に
よ
れ
ば
、
帰
国
後
、
民
国
四
年

(

一
九
一
五)

七
十
六
歳

で
世
を
去
っ
た
楊
氏
の
遺
書
は
民
国
政
府
が
三
万
五
千
円
で
買
い
上
げ
、
一
部
を
松
坡
図
書
館

(

一
九
一
六
年
、
袁
世
凱
の
帝
制
復
活
に

抗
し
た
軍
人
蔡
鍔
を
記
念
し
て
梁
啓
超
が
設
立
し
た
図
書
館)

に
分
蔵
し
、
主
要
な
も
の
は
故
宮
の
西
側
の
寿
安
宮
に
移
し
、
専
用
の
書

庫
を
設
け
て
保
存
公
開
し
た
。
そ
の
後
故
宮
の
文
物
は
政
治
の
流
れ
に
押
し
流
さ
れ
、
日
本
軍
の
侵
攻
を
目
前
に
し
て
、
民
国
二
十
二
年

(

一
九
三
三)

北
平
か
ら
上
海
に
遷
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
数
ヶ
月
の
間
に
五
回
に
亘
り
、
南
京
ま
で
鉄
道
で
運
搬
、
一
部
を
南
京
に
残

し
て
水
路
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
移
送
し
た
。
一
六
六
七
部
一
五
九
〇
六
冊
の
楊
氏
観
海
堂
本
は
、
こ
う
し
て
北
平
か
ら
上
海
に
移
動

し
た
。
そ
し
て
、
間
も
な
く
戦
況
急
を
告
げ
、
民
国
二
十
五
年(

一
九
三
六)

に
は
再
び
南
京
に
戻
り
、
道
観
・
朝
天
宮
に
保
管
さ
れ
た
。

更
に
、
南
京
の
陥
落
に
伴
っ
て
、
重
慶
・
成
都
へ
と
移
動
、
巴
県
・
楽
山
・
峨
嵋
の
三
箇
所
に
分
か
れ
て
避
難
し
た
後
に
、
日
本
の
降
伏

を
期
に
し
て
、
民
国
三
十
六
年

(

一
九
四
七)

よ
う
や
く
南
京
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
書
物
の
運
命
は
そ
れ
に
止
ま
る
こ
と

な
く
、
翌
年
に
南
京
中
央
博
物
院
の
設
立
を
見
る
や
、
国
共
内
戦
の
戦
禍
を
避
け
て
故
宮
の
文
物
は
台
湾
へ
と
運
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

民
国
三
十
七
年

(

一
九
四
八)

か
ら
翌
年
に
か
け
て
二
九
七
二
箱
の
文
物
が
台
湾
北
端
の
基
隆
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
、
鉄
路
、
台
中
へ
と
運

ば
れ
た
。
霧
峰
県
の
北
溝
に
新
た
な
倉
庫
を
設
け
、
整
理
・
展
覧
が
企
画
さ
れ
、
漸
く
博
物
館
事
業
が
再
開
さ
れ
た
。
民
国
五
十
五
年
に

は
台
北
の
外
双
渓
に
建
設
さ
れ
た
新
館
に
遷
さ
れ
、
こ
こ
に
楊
氏
没
後
約
半
世
紀
を
経
て
観
海
堂
本
は
安
住
の
地
を
得
て
、
書
誌
学
界
に

異
彩
を
放
つ
蔵
書
と
な
っ
て
、
現
在
は
、
故
宮
博
物
院
図
書
文
献
館
を
代
表
す
る
看
板
所
蔵
品
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
章

観
海
堂
蒐
集
、
室
町
時
代
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
意
義

一
、
蒐
集
と
縁
起

楊
守
敬
は
、
中
国
の
蔵
書
家
が
宋
・
元
の
伝
統
的
中
国
の
古
刊
本
を
重
ん
じ
る
書
物
流
伝
の
な
か
で
、
偶
然
の
機
会
と
出
会
い
を
得
て
、

日
本
に
お
け
る
古
刊
本
・
古
写
本
に
価
値
を
見
出
し
、
歴
史
上
稀
に
見
る
収
蔵
家
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
国
の
ど
の
蔵
書
家

と
も
異
な
る
性
格
の
蒐
集
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
自
述
の
年
譜

｢

鄰
蘇
老
人
年
譜｣

(｢

楊
守
敬
集｣

・
湖
北
人
民
出
版
社
・
一
九
八
八
に

所
載)

に
よ
れ
ば
、
清
光
緒
六
年

(

一
八
八
〇)
四
十
二
歳
に
し
て
来
日
、
忽
ち
森
立
之
ら
と
書
話
に
耽
り
、
翌
年
の
二
月
に
は

｢

日
本

訪
書
志
縁
起｣

(

清
光
緒
二
十
三
年
＝
一
八
九
七
刊
刻

｢

日
本
訪
書
志｣

に
附
載)

を
記
し
、
公
使
黎
庶
昌
の
賞
賛
を
う
け
、
清
光
緒
七

年

(

明
治
十
四
年
・
一
八
八
一)

｢

古
逸
叢
書｣

編
纂
の
企
図
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
清
光
緒
十
年

(

一
八
八
四)

の
帰
国
ま
で
、

｢

経
籍
訪
古
志｣

を
手
に
入
れ
て
、
そ
こ
に
著
録
し
て
あ
る
古
鈔
本
を
買
い
集
め
、
ま
た
、
官
庫
・
寺
院
な
ど
の
所
蔵
す
る
、
入
手
で
き

な
い
貴
重
本
は
そ
れ
を
影
写
せ
し
め
、
そ
し
て
、
特
に
大
陸
で
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
稀
覯
本

(

こ
れ
を
佚
存
書
と
い
う)

を
覆
刻
出

版
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
の
書
誌
学
者
・
狩
谷�
斎

(

一
七
七
四
〜
一
八
三
五)

が
実
践
し
た
、
蒐
集
・

影
写
・
校
勘
と
い
う
書
誌
学
を
、
継
承
し
た
中
国
の
大
学
者
蔵
書
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の

｢

日
本
訪
書
志
縁
起｣

に
は
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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『
楊
氏
の
家
は
も
と
も
と
蔵
書
の
趣
向
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
に
来
て
、｢

未
知
佚
而
存
者
為
何
本｣

大
陸
に
亡
ん
で
日
本
に
遺
っ
た

漢
籍
の
多
さ
に
感
動
し
、
一
年
足
ら
ず
で
三
万
巻
余
り
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
蒐
集
し
た
も
の
は
、｢

経
籍
訪
古
志｣

に
未
著
録
の
も

の
も
少
な
く
な
く
、
と
り
わ
け
、
日
本
古
鈔
本
は
驚
く
べ
き
で
、
経
部
の
書
が
最
も
多
く
、
皆
、
唐
写
本
か
北
宋
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。｢

七
経
孟
子
考
文｣

が
そ
の
古
鈔
本
研
究
の
始
め
で
あ
る
が
、
山
井
崑
崙
が
用
い
て
い
な
い
古
鈔
本
は
な
お
多

く
、
こ
れ
で
は
、
日
本
の
古
刊
古
鈔
本
の
全
体
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
古
鈔
本
に
は
、｢

也
・
矣｣

な
ど
の
虚
字

が
多
く
、
清
の
阮
元
は
こ
れ
を
日
本
人
の
妄
補
で
あ
る
と
す
る
が
、
実
は
、
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
実
物
に
接
す
る
と
、
け
し
て
妄
補

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
・
北
宋
テ
キ
ス
ト
の
原
姿
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
漢
学
は
平
安
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、

徳
川
政
権
誕
生
ま
で
戦
乱
が
続
い
た
。
室
町
時
代
以
前
の
テ
キ
ス
ト
は
信
じ
る
べ
き
で
、｢

古
文
孝
経｣

を

｢

四
庫
全
書
総
目｣

が
後

世
の
偽
作
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
典
籍
の
実
情
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
古
鈔
本
は
繭
紙
の
丈
夫
な
も
の
を
使
い
、

土
蔵
に
保
存
す
る
の
で
、
よ
く
年
月
の
長
き
に
耐
え
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
漢
籍
収
蔵
は
足
利
学
校
・
金
沢
文
庫
を
最
古
と
し
、
宋
本

の
大
半
は
こ
こ
に
あ
る
。
近
世
初
、
曲
直
瀬
養
安
院
が
之
に
つ
ぎ
、
宋
元
版
と
朝
鮮
本
を
多
く
有
す
。
以
下
は
、
狩
谷�
斎
を
第
一
と

し
、
楓
山
官
庫
・
昌
平
坂
学
問
所
も
彼
に
は
及
ば
な
い
。
最
近
で
は
、
市
野
迷
庵
・
渋
江
抽
斎
・
小
嶋
宝
素
・
森
立
之
が
著
名
で
、
今

次
入
手
し
た
善
本
は
殆
ど
彼
ら
の
旧
蔵
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
医
家
は
博
学
で
、
喜
多
村
氏
・
多
紀
氏
な
ど
小
嶋
・
森
以
外
の

医
家
で
蔵
書
に
富
む
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
日
本
の
古
刹
は
、
高
山
寺
・
法
隆
寺
な
ど
唐
写
本
の
系
統
に
属
す
る
経
典
が
頗
る
多
い
。

し
か
し
、
日
本
は
明
治
維
新
の
際
に
漢
学
を
重
視
せ
ず
、
結
果
、
故
家
の
旧
蔵
書
が
売
り
に
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
大
陸
に
買
い
手

を
求
め
る
も
の
、
数
千
万
巻
に
も
及
ん
だ
。
数
年
前
、
蔡
と
い
う
姓
の
者
が
船
一
艘
に
書
を
積
ん
で
宜
昌
に
や
っ
て
き
た
。
友
人
の
饒
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氏
は
宋
版

｢

呂
氏
家
塾
読
詩
記｣

を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
舶
載
書
に
は
宋
元
版
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
今
、
何
処
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
や
や
遅
き
に
失
し
た
か
、
も
う
少
し
早
く
来
日
し
て
い
れ
ば
。
悔
や
ま
れ
る
。
私
が
日
本
で
旧
籍
を
買
い
始

め
る
と
、
漸
く
日
本
の
好
事
家
も
古
書
に
食
指
を
伸
ば
し
て
き
た
。
こ
れ
は
古
書
の
蒐
集
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
ま
た
、｢

論

語
義
疏｣

｢
群
書
治
要｣

｢

古
文
孝
経｣

｢

唐
才
子
伝｣

｢

臣
軌｣
｢

文
館
詞
林｣

｢

難
経
集
注｣

な
ど
の
佚
存
書
に
つ
い
て
は
最
早
有
名
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
佚
存
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
古
刊
本
古
鈔
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
幾
種
類
か
の
伝
本
が
あ
っ
て
、
異
同
も
少

な
く
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

私
が
交
際
す
る
収
蔵
家
で
嗜
好
を
同
じ
く
し
、
最
も
親
し
い
の
は
、
向
山
黄
村
・
島
田
重
礼
・
森
立
之
の
三
人
で
あ
る
。

こ
の

｢

日
本
訪
書
志｣

に
著
録
す
る
も
の
の
う
ち
、
覆
刻
に
急
を
要
す
る
最
も
重
要
な
書
は
、
単
疏
本
周
易
・
単
疏
本
尚
書
・
万
巻

堂
穀
梁
伝
・
十
巻
本
論
語
疏
・
蜀
本
爾
雅
・
顧
野
王
原
本
玉
篇
・
宋
本
隷
釈
・
台
州
本
荀
子
・
杜
台
卿
玉
燭
宝
典
・
邵
思
姓
解
・
李
英

公
新
修
本
草
・
楊
上
善
太
素
経
・
文
館
詞
林
十
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
彙
刻
し
た
叢
書
は

｢

士
礼
居
叢
書｣

｢

平
津
館
叢
書｣

に
も
劣

ら
ぬ
も
の
と
な
ろ
う
。
他
に
釈
慧
琳
の
一
切
経
音
義
百
巻
・
釈
希
麟
の
続
一
切
音
義
十
巻
は
今
力
及
ば
ぬ
が
、
後
の
偉
業
を
待
ち
た
い
。』

こ
の
記
述
を
も
っ
て
し
て
も
、
如
何
に
楊
守
敬
が
前
述
し
た
よ
う
な
日
本
の
漢
籍
流
伝
の
エ
キ
ス
を
理
解
し
て
い
た
か
が
伺
わ
れ
る
。

短
期
間
に
ほ
ぼ
日
本
の
漢
籍
収
蔵
の
要
点
を
押
さ
え
、
い
ち
早
く
そ
れ
を
集
め
よ
う
と
し
た
功
績
は
、
第
二
者
の
模
倣
で
き
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。

因
み
に
、
楊
氏
帰
国
直
前
、
清
光
緒
十
年

(

明
治
十
七
年
＝
一
八
八
四)
、
百
部
刷
り
上
が
っ
た

｢

古
逸
叢
書｣

は
、
黎
庶
昌
に
よ
っ

て
有
力
な
識
者
に
贈
ら
れ
た
が
、
最
も
力
添
え
を
も
ら
っ
た
森
立
之
に
送
呈
し
た
も
の
が
斯
道
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
日
本
の
上
製
美
濃
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紙
に
大
型
に
刷
ら
れ
、
刻
字
・
印
墨
精
善
に
し
て
目
の
覚
め
る
よ
う
な
美
し
さ
で
あ
る
。

二
、
校
書
と

｢

古
逸
叢
書｣

そ
の

｢

古
逸
叢
書｣
の
首
に
附
さ
れ
た

｢

敘
目｣

に
よ
っ
て
、
影
刻
し
た
書
名
と
底
本
に
つ
い
て
の
梗
概
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。

一
、
影
宋
蜀
大
字
本
爾
雅
三
巻

｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
に
京
都
高
階
氏
蔵
と
あ
る
。
五
代
蜀
の
国
子
監
博
士
李
鶚
の
書
体
を
刻
し
た
北
宋
以
前
の
蜀
刊
本
の
面
目
を
伝

え
た
テ
キ
ス
ト
で
、
宋
版
は
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所
蔵

(

張
鈞
衡
旧
蔵)

さ
れ
る
が
李
鶚
の
署
名
は
無
く
、
日
本
の
南
北
朝
時
代
に
渡
来

の
宋
版
を
覆
刻
し
た
も
の

(

五
山
版)

が
、
い
ま
、
神
宮
文
庫
に
一
本
の
み
伝
わ
る
。
高
階
氏
旧
蔵
本
も
こ
の
五
山
版
で
あ
る
が
、
現
所

在
は
未
詳
。
楊
氏
は
、
高
階
本
の
影
写
本
を
入
手
し
て
影
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
末
に
清
光
緒
九
年
の
楊
氏
跋
が
あ
る
。｢

日
本
訪
書

志｣

に
も
著
録
す
る
が
、
こ
の
跋
と
は
や
や
内
容
を
異
に
す
る
。

二
、
影
宋
紹
熙
本
穀
梁
伝
十
二
巻

｢

公
羊
伝｣

と
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
余
仁
仲
万
巻
堂
宋
刊
本
。｢

公
羊
伝｣
は
中
国
国
家
図
書
館
現
蔵
。
本
書
の
原
本
宋
本｢

穀
梁
伝｣

は
、
金
沢
文
庫
本
で
、
柴
野
栗
山
の
旧
蔵
、
蜂
須
賀
侯
の
阿
波
国
文
庫
に
あ
っ
た
時
に
、
狩
谷�
斎
と
松
崎
慊
堂
が
相
謀
っ
て
影
鈔
本
を
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作
製
し
て
い
た
も
の
を
楊
氏
は
向
山
黄
村
か
ら
手
に
入
れ
、
影
刻
し
た
。｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
そ
の
楊
守
敬
批
入
に
よ
れ
ば
楊
氏
は

原
本
未
見
と
い
う
。｢

日
本
訪
書
志｣

に
楊
氏
跋
を
所
載
。
宋
版
は
戦
火
に
焼
失
し
た
。

三
、
覆
正
平
本
論
語
集
解
十
巻

単
跋
本

(

本
論
集
第
四
十
輯
拙
論
の
序
論
第
一
章
参
照)

の
覆
刻
。
台
湾
故
宮
に
観
海
堂
の
一
本
が
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
底
本
と
同
版
で

あ
る
が
、
故
宮
本
は
刊
記
の
丁
が
削
奪
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
七
に
同
版
の
別
本
が
補
配
さ
れ
る
。
中
村
敬
宇
の
旧
蔵
。｢

経
籍
訪
古

志｣

の
楊
守
敬
自
筆
批
入
に

｢
余
得
此
書
二
部
、
以
一
部
上
木
、
仍
蔵
一
部｣

と
あ
り
、
一
部
は

｢

古
逸
叢
書｣

の
底
本
と
し
て
版
下
に

用
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
末
と

｢
日
本
訪
書
志｣

に
清
光
緒
八
年
の
楊
氏
跋
を
所
載
。

四
、
覆
元
至
正
本
易
程
伝
六
巻
繋
辞
精
義
二
巻

元
至
正
九
年

(

一
三
四
九)

積
徳
書
堂
の
刊
記
が
あ
る
。
原
本
の
所
在
は
不
明
。
本
書
の
末
と

｢

日
本
訪
書
志｣

に
清
光
緒
九
年
の
楊

氏
跋
を
所
載
。

五
、
覆
旧
鈔
巻
子
本
唐
開
元
御
注
孝
経
一
巻

日
本
享
禄
四
年

(

一
五
三
一)

に
三
条
西
実
隆
が
手
写
し
た
も
の
を
、
寛
政
十
二
年

(

一
八
〇
〇)

屋
代
弘
賢
が
覆
刻
し
た
。
そ
の
版

本
を
も
と
に
、
さ
ら
に
覆
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。｢

日
本
訪
書
志｣

に
楊
氏
跋
を
所
載
。
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六
、
集
唐
字
老
子
経
二
巻

宋
の
晁
説
之
の
旧
跋
を
有
す
る
老
子
道
徳
経
を
日
本
の
荻
生
徂
徠
派
の
儒
者
宇
佐
美�
水

(

一
七
〇
一
〜
一
七
七
六)

が
、
明
和
五
年

(

一
七
六
八)

覆
刻
し
た
も
の
を
底
本
に
し
て
、
松
崎
慊
堂
校
刻
の
、
唐
開
成
石
経

｢

五
経
文
字｣

(

唐
・
張
参
撰)

｢

九
経
字
様｣

(

唐
・

唐
玄
度
撰)
か
ら
経
字
を
集
字
し
て
編
纂
し
た
も
の
。

七
、
影
宋
台
州
本
荀
子
二
十
巻

宋
淳
熙
八
年

(

一
一
八
一)
台
州

(

浙
江
省)

軍
州
事
唐
仲
友
の
刊
語
跋
を
有
す
る
宋
版
を
覆
刻
し
た
も
の
。
原
本
は
金
沢
文
庫
本
で

狩
谷�
斎
の
旧
蔵
。
そ
の
原
本
は

｢
経
籍
訪
古
志｣

に
著
録
あ
り
。
現
所
在
が
不
明
。
た
ま
た
ま
島
田
篁
邨

(

重
礼)

が
そ
の
影
写
本
を

所
蔵
し
て
い
た
の
で
、
借
り
て
影
刻
し
た
も
の
。
清
光
緒
十
年
楊
氏
の
跋
を
付
す
。
そ
の
跋
は

｢

日
本
訪
書
志｣

所
載
。
後
に
、｢

四
部

叢
刊｣

に
も
再
影
印
さ
れ
た
。
現
在
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
陳
澄
中
旧
蔵
の
一
本
が
本
版
と
版
式
を
同
じ
く
す
る
が
、
彼
は
刊

語
跋
も
な
く
、
此
と
刻
工
も
異
な
り
、
同
版
で
は
な
い
。

八
、
影
宋
本
荘
子
注
疏
十
巻

晋
の
郭
象
注
に
唐
の
成
玄
英
が
疏
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
。
十
巻
本
の
テ
キ
ス
ト
は
孤
本
。
底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
現
蔵
で
、
巻
一
、
七
〜

十
の
み
遺
る
。
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
。
も
と
、
賜
蘆
文
庫

(

江
戸
時
代
後
期
の
幕
臣
・
新
見
正
路
の
蔵
書)

蔵
本

(｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載)

で
、
一
旦
、
散
じ
た
後
、
新
見
正
路
の
孫
旗
山
が
再
び
買
い
戻
し
た
。
た
ま
た
ま
、
本
書
に
欠
け
て
い
た
巻
二
の
二
十
二
葉
を
楊
氏
が
市

場
で
獲
た

(

そ
れ
ら
は
現
所
在
未
詳)

の
で
、
旗
山
に
所
蔵
本
を
売
っ
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
の
で
、
旗
山
に
借
り
て
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石
印
の
版
下
を
作
り
、
影
刻
し
た
。
欠
け
て
い
る
巻
三
〜
六
は
坊
刻
本
を
元
に
刻
工
木
邨
嘉
平
が
宋
版
の
字
体
に
模
倣
し
て
刻
し
た
。
そ

の
後
、
新
見
家
か
ら
再
び
散
じ
、
向
山
黄
村
・
松
方
正
義
・
竹
添
井
々
を
経
て
静
嘉
堂
所
蔵
本
と
な
る
。
そ
の
原
本
宋
版
の
末
に
は
、
清

光
緒
十
年
の
黎
庶
昌
跋
、
光
緒
九
年
の
楊
守
敬
跋
を
附
す

(｢

日
本
訪
書
志｣

に
載
せ
ず)

。

九
、
覆
元
本
楚
辞
集
注
八
巻
辨
証
二
巻
後
語
六
巻

宋
朱
熹
の
注
本
。
十
一
行
二
十
字
の
元
刊
本
で
、
現
在
、
幾
種
類
か
の
同
種
版
本
が
存
在
す
る
が
、
本
版
と
同
版
本
が
存
在
す
る
か
否

か
は
確
か
で
な
い
。
東
福
寺
宝
勝
院
の
印
が
あ
り
、
狩
谷�
斎
旧
蔵
で

｢

経
籍
訪
古
志｣

著
録
。
そ
の
原
本
は
現
所
在
不
明
。

十
、
影
宋
蜀
大
字
本
尚
書
釈
音
一
巻

底
本
は
咸
豐
の
初

(

十
九
世
紀
半
ば)

、
呉
県
の
潘
氏
が
影
写
し
た
も
の
。
原
本
は
遺
ら
な
い
。｢

日
本
訪
書
志｣

に
よ
れ
ば
、
黎
庶
昌

の
女
婿
張
氏
が
之
を
得
て
刻
入
を
希
望
し
た
が
、
日
本
で
得
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
楊
氏
は
反
対
し
た
。
陸
徳
明
の
旧
を
伝
え
た
も
の

で
は
な
い
、
と

｢

日
本
訪
書
志｣

で
本
書
を
批
判
的
に
解
説
し
て
い
る
。

十
一
、
影
旧
鈔
巻
子
原
本
玉
篇
零
本
三
巻
半

梁
顧
野
王
撰
、
後
の
増
改
を
加
え
な
い
原
本
。
日
本
に
九
部
の
残
巻
が
伝
わ
り
、
神
宮
文
庫
の
延
喜
四
年(

九
〇
四)

写
本
を
除
け
ば
、

皆
唐
写
本
と
言
わ
れ
る
。｢

古
逸
叢
書｣

で
は
、
巻
九

(

言
部
〜
幸
部)

＝
田
中
光
顕
か
ら
早
稲
田
大
学
現
蔵
、
巻
十
八

(

放
部
〜
方
部)

＝
藤
田
平
太
郎
氏
蔵
、
巻
十
九

(

水
部)

残
＝
藤
田
平
太
郎
氏
蔵
、
巻
二
十
七

(
糸
部
〜
索
部)

＝
高
山
寺
・
石
山
寺
現
蔵
の
三
巻
半
を
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収
め
る

(

高
山
寺
本
は
得
能
良
介
の
紹
介
に
よ
る)

。
末
に
、
清
光
緒
八
年
の
黎
庶
昌
跋
、
清
光
緒
十
年
の
楊
氏
跋
を
付
す
。
楊
氏
跋
は

｢
日
本
訪
書
志｣

所
載
。
巻
二
十
七
は

｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
巻
十
八
の
部
分
は
当
時
、
柏
木
貨
一
郎
の
蔵
書
で
、
最
初
、
石
版
影
印

法
に
よ
っ
て
印
刷
し
た
と
い
う
。
そ
の
初
印
本
に
楊
氏
が
由
来
を
記
し
た
抜
き
刷
り
が
斯
道
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
の
初
印
本
を
元
に
、

更
に
版
木
に
上
木
し
た
も
の
を

｢

古
逸
叢
書｣

に
収
入
し
た
。

十
二
、
覆
宋
本
重
修
廣
韻
五
巻

宋
・
陳
彭
年
等
奉
勅
重
修
本
。
底
本
の
宋
本
は

｢

大
宋
重
修｣

と
題
し
、
南
宋
初
期
の
刊
本

(

静
嘉
堂
文
庫
、
松
方
本)

を
南
宋
中
期

頃
に
覆
刻
し
た
も
の
で
、
同
じ
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
陸
心
源
旧
蔵
本
と
同
版
本
で
あ
る
。
底
本
の
原
本
は
、
寺
田
望
南
が
所
蔵
し

て
い
た
も
の
を
町
田
久
成
が
手
に
入
れ
、
楊
氏
は
漢
の
古
印
数
顆
と
之
を
交
換
し
て
町
田
か
ら
手
に
入
れ
た
。
石
版
影
印
し
、
後
、
木
邨

嘉
平
に
上
木
を
依
頼
し
た
。
そ
の
原
本
宋
版
は
、
潘
氏
滂
喜
斎
に
移
り
、
今
、
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
末
に
、
黎
庶
昌
の
校
記

｢

校
札｣

を
付
す
。
楊
氏
の
跋
は
本
冊
に
は
付
さ
ず
、｢

日
本
訪
書
志｣

に
所
載
。
ま
た
、
清
光
緒
十
年
に
原
本
に
記
し
た
楊
氏
跋
は
、

｢

潘
氏
滂
喜
斎
蔵
書
記｣

に
収
載
す
る
。
本
書
の
初
印
本
封
面
は

｢

古
逸
叢
書
之
十｣

に
誤
る
。

十
三
、
覆
元
泰
定
本
廣
韻
五
巻

｢

経
籍
訪
古
志｣

に

｢

金
槧
本｣

と
著
録
す
る
。
原
本
は
そ
の
後
、
李
盛
鐸
の
所
蔵
と
な
り
、
今
、
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
。
楊
氏
跋

文
等
な
し
。
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十
四
、
覆
旧
鈔
巻
子
本
玉
燭
宝
典
十
一
巻

隋
の
杜
台
卿
が
古
代
の
歳
事
に
関
す
る
事
項
を
編
纂
し
た
書
。
加
賀
前
田
氏
所
蔵

(

現
尊
経
閣
文
庫
所
蔵)

貞
和
五
年

(

一
三
四
九)

写
本
を
佐
伯
の
毛
利
高
標
が
写
し
取
っ
た
も
の
が
、
文
政
十
一
年

(

一
八
二
八)

毛
利
高
翰
に
よ
っ
て
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
。
そ
の
影
写

本
は

｢

経
籍
訪
古
志｣

著
録
の
も
の
で
、
今
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
経
緯
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
を
も
と
に
影
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
斯

道
文
庫
に
そ
の
際
の
楊
氏
校
正
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。

十
五
、
影
旧
鈔
巻
子
本
文
館
詞
林
十
三
巻
半

唐
・
許
敬
宗
編
の
総
集
。
も
と
千
巻
。
楊
氏
は
、
幕
末
金
石
家
小
林
辰
の
編
纂
し
た｢

目
録｣

を
た
よ
り
に
巻
百
五
十
六
〜
百
五
十
八
、

三
百
四
十
七
、
四
百
五
十
二
〜
四
百
五
十
三
、
四
百
五
十
七
、
四
百
五
十
九
、
六
百
六
十
五
〜
六
百
六
十
七
、
六
百
七
十
、
六
百
九
十
一
、

六
百
九
十
九
を
輯
佚
し
て
刻
し
た
。
末
に
清
光
緒
十
年
楊
氏
の
跋
あ
り
。｢

日
本
訪
書
志｣

に
も
収
め
る
。
弘
仁
十
四
年

(

八
二
三)

写

本
の
影
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
現
在
伝
存
本
の
詳
細
は

｢

影
弘
仁
本
文
館
詞
林｣

(

昭
和
四
十
四
年
・
汲
古
書
院)

の
、
阿
部
隆
一
博

士
の
解
説
に
詳
し
い
。｢

経
籍
訪
古
志｣

は
十
巻
を
著
録
す
る
。

十
六
、
影
旧
鈔
巻
子
本��
玉
集
二
巻

人
物
故
事
を
分
類
し
た
類
書
。
宋
代
以
降
亡
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、
日
本
で
は

｢

日
本
国
見
在
書
目
録｣

に
十
五
巻
と
著
録
し
て
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
。
原
本
は
、
名
古
屋
の
大
須
観
音
真
福
寺
の
現
蔵
。｢

経
籍
訪
古
志｣

著
録
。
楊
氏
跋
な
し
。
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十
七
、
影
北
宋
本
姓
解
三
巻

宋
邵
思
編
の
姓
に
関
す
る
類
書
。
原
本
は
国
会
図
書
館
現
蔵
。
数
少
な
い
北
宋
版
。｢

通
典｣

｢

文
中
子
中
説｣

(

以
上
は
宮
内
庁
書
陵

部
蔵)

｢
重
広
会
史｣

(

尊
経
閣
文
庫
蔵)

｢

新
彫
入
篆
説
文
正
字｣

(

お
茶
の
水
図
書
館
蔵)

と
と
も
に
、
朝
鮮
高
麗
か
ら
伝
わ
る
北
宋
版
。

｢

経
籍
訪
古
志｣
著
録
、
曲
直
瀬
家
懐
仙
楼
蔵
と
あ
る
。
楊
氏
の
時
、
向
山
黄
村

(

一
八
二
六
〜
一
八
九
七)

の
所
蔵
で
あ
っ
た
。｢

日
本

訪
書
志｣

に
楊
氏
跋
を
収
め
る

(

本
書
不
載)

。

十
八
、
覆
永
禄
本
韻
鏡
一
巻

宋
張
麟
之
撰
の
音
韻
書
。
川
瀬
一
馬
博
士｢

五
山
版
の
研
究｣

に
よ
れ
ば
、
龍
谷
大
学
所
蔵
に
享
禄
一
年(

一
五
二
八)

刊
本
が
あ
り
、

何
本
か
現
蔵
す
る
五
山
版
は
永
禄
七
年

(
一
五
六
四)

刊
の
改
正
版
で
あ
る

(

ま
た
、
こ
れ
の
江
戸
時
代
初
期
の
覆
刻
本
が
流
布
し
て
い

る)

。｢

経
籍
訪
古
志｣

は
享
禄
本
を
載
せ
、
永
禄
本
を
未
見
と
し
て
い
る
。
楊
氏
の
影
刻
本
は
永
禄
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
。
楊
氏
跋
が

｢

日
本
訪
書
志｣

所
載

(

本
書
不
載)

。

十
九
、
影
旧
鈔
巻
子
本
日
本
見
在
書
目
一
巻

藤
原
佐
世
編
の
日
本
最
古
の
漢
籍
目
録
。
奈
良
室
生
寺
本

(

宮
内
庁
書
陵
部
現
蔵)

が
伝
わ
り
、
そ
の
伝
鈔
本
が
多
く
伝
わ
る
。｢

古

逸
叢
書｣

の
黎
庶
昌
序
目
に
よ
れ
ば
、
こ
の
影
刻
本
の
底
本
に
は
安
井
息
軒

(

一
七
九
九
〜
一
八
七
六)

の
跋
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

高
知
県
の
青
山
文
庫

(

田
中
光
顕
旧
蔵)

に
同
系
の
明
治
写
本
が
あ
り
、｢
日
本
書
目
大
成｣

(

昭
和
五
十
四
年
・
汲
古
書
院)

に
影
印
さ

れ
て
い
る
も
の
も
同
系
の
明
治
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
嘉
永
四
年

(

一
八
五
一)
の
安
井
息
軒
跋
、
森
立
之
の
明
治
二
・
十
二
・
十
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七
年

(

一
八
六
九
・
七
九
・
八
四)

の
跋
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
安
井
・
森
の
自
筆
跋
が
附
さ
れ
て
い
る
伝
本
を
楊
氏
が
入
手

し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ｢

古
逸
叢
書｣

の
底
本
は
田
安
家
旧
蔵
の
も
の
で
現
所
在
は
不
明
。
楊
氏
跋
な
し
。

二
十
、
影
宋
本
史
略
六
巻

宋
・
高
似
孫
撰
。
史
書
の
解
説
書
。
原
本
宋
版
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
楊
氏
跋
を
末
に
刻
す(｢

日
本
訪
書
志｣

所
載)

。

二
十
一
、
影
唐
写
本
漢
書
食
貨
志
一
巻

唐
顏
師
古
注
本
。
日
本
人
に
よ
る
奈
良
時
代
写
本
と
も
言
わ
れ
る
。
原
本
は
名
古
屋
大
須
観
音
真
福
寺
所
蔵
。｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。

小
嶋
尚
真
が
影
写
し
た
も
の
に
よ
っ
て
楊
氏
が
影
刻
し
た
。
末
に
、
楊
氏
の
跋
が
あ
り
、｢

日
本
訪
書
志
補｣

(

民
国
王
重
民
輯)

に
収
載
。

二
十
二
、�
唐
石
経
体
写
本
急
就
篇

漢
史
游
撰
。｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
天
保
八
年

(

一
八
三
七)

渋
江
抽
斎
が
校
訂
し
、
小
島
知
足
が
唐
石
経
に
模
し
て
書
写
し
た
も

の
が
上
梓
さ
れ
、
そ
の
版
本
を
楊
氏
は
覆
刻
し
た
の
で
あ
る
。
楊
氏
跋
な
し
。

二
十
三
、
覆
麻
沙
本
草
堂
詩
箋
四
十
巻
外
集
一
巻
補
遺
十
巻
伝
序
碑
銘
一
巻
目
録
二
巻
年
譜
二
巻
詩
話
二
巻

唐
杜
甫
の
詩
集
。
福
建
省
の
蔡
夢
弼
に
よ
る
校
訂
出
版
。
麻
沙
本
の
典
型
。
黎
庶
昌
の
跋
あ
り
。
楊
氏
跋
な
し
。｢

経
籍
訪
古
志｣

著
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録
、
海
保
漁
村
旧
蔵
。
現
所
在
未
詳
。
傅
増
湘
は
原
本
を
元
刊
本
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。

二
十
四
、
影
旧
鈔
巻
子
本
碣
石
調
幽
蘭
一
巻

琴
譜
。｢
経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
小
嶋
宝
素
旧
蔵
。
宝
素
は
京
都
の
某
氏
よ
り
影
写
。
そ
の
影
写
本
を
影
刻
し
た
。
原
本
の
所
在
は
西

加
茂
神
光
院
旧
蔵
で
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
。
楊
氏
の
跋
な
し
。

二
十
五
、
影
旧
鈔
巻
子
本
天
台
山
記
一
巻

唐
徐
霊
府
撰
。
原
本
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
平
安
写
本
。｢

経
籍
訪
古
志｣

未
所
載
。
楊
氏
跋
な
し
。

二
十
六
、
影
宋
本
太
平
寰
宇
記
補
闕
五
巻
半

宋
・
楽
史
撰
、
地
理
書
。
乾
隆
の
四
庫
採
進
本
に
欠
け
た
、
巻
百
十
三
〜
百
十
八
ま
で
を
影
刻
し
た
。
末
に
、
清
光
緒
九
年

(

明
治
十

六
年)

覆
刻
の
許
可
を
求
め
、
許
可
を
下
す
、
そ
れ
ぞ
れ
黎
庶
昌
と
三
條
実
美
の
往
復
書
簡
を
刻
す
。
ま
た
、
楊
氏
跋
を
刻
す

(｢

日
本

訪
書
志｣

所
載)

。
原
本
宋
版
は
欠
巻
が
あ
る
が
、
二
十
五
冊
。
宮
内
庁
書
陵
部
現
蔵
。
胡
蝶
装
。｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。

以
上
、
二
十
六
種
類
、
す
な
わ
ち
、
古
鈔
本
九
種
、
日
本
旧
刊
本

(
五
山
版)

三
種
、
宋
版
九
種
、
元
版
三
種
、
他
二
種
の
翻
刻
で
、

数
百
年
来
、
日
本
に
連
綿
と
伝
わ
り
大
陸
に
失
わ
れ
た
秘
籍
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
既
に
楊
氏
蒐
集
と

調
査
の
豊
富
さ
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
な
お
そ
の
蒐
集
の
全
体
像
は
完
全
に
は
掴
み
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
に
流
伝
し
た
宋
版
の
研
究
や
、
日
本
の
漢
籍
古
鈔
本
の
研
究
は
、
楊
氏
蒐
集
本
の
調
査
な
く
し
て
は
成
り
立
た

な
い
こ
と
が
、
以
上
の
説
明
か
ら
充
分
に
察
し
得
よ
う
。

三
、
訪
書
後
の
整
理
と
保
存

｢

日
本
訪
書
志｣

｢

留
真
譜｣

楊
氏
は
清
光
緒
十
年
、
四
十
六
歳
で
帰
国
し
、
民
国
四
年

(

一
九
一
五)

七
十
六
歳
で
京
師
に
没
す
る
ま
で
、
日
本
で
蒐
集
し
た
珍
籍

の
大
部
分
を
持
ち
続
け
た
。
湖
北
の
黄
州

(

黄
岡
市)

で
教
諭
を
務
め
て
母
堂
を
養
い
、
そ
の
間
、
黄
州
に

｢

鄰
蘇
園｣

を
築
き
、
蔵
書

を
安
置
し
た
。
城
北
に
宋
の
詩
人
蘇
軾
が
詠
ん
だ

｢

赤
壁
賦｣

の
舞
台
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
地
誌
・
書
法
・
詩
文
の
編
纂
を
日
課
と

し
な
が
ら
も
、
清
光
緒
二
十
一
年
、
五
十
七
歳
で
母
堂
を
喪
っ
て
か
ら
、
原
籍
の
宜
都(

湖
北
省)

と
を
往
復
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
清
光
緒
二
十
三
年
頃
か
ら
、
持
ち
帰
っ
た
蔵
書
の
本
格
的
な
点
検
と
校
書
を
開
始
し
た
。
虫
損
を
補
し
た
り
、
表
装
を
加

え
た
り
、
校
訂
批
入
を
書
き
入
れ
る
読
書
が
続
い
た
。
同
二
十
五
年
か
ら
、
張
之
洞

(

一
八
三
七
〜
一
九
〇
九)

の
招
き
で
武
昌
の
両
湖

書
院
で
講
義
を
行
っ
た
。
同
二
十
七
年
に
は
妻
を
喪
い
、
宜
都
に
戻
る
。
こ
の
年
に

｢

日
本
訪
書
志｣

と

｢

留
真
譜｣

を
完
成
さ
せ
た

(

六
十
三
歳)

。
こ
れ
で
、
日
本
に
お
け
る
蒐
書
の
整
理
は
一
応
の
結
論
を
見
て
、
そ
れ
以
後
は｢

水
経
注｣

の
研
究
に
専
念
す
る
。
ま
た
、

金
石
蒐
集
で
知
ら
れ
る
両
江
総
督
の
端
方

(

一
八
六
一
〜
一
九
一
一)
に
招
か
れ
て
、
南
京
に
も
赴
き
、
上
海
に
あ
っ
て
は
、
金
石
・
書

法
の
名
声
も
大
い
に
上
が
っ
た
。

一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
は
、
当
時
の
蔵
書
家
達
を
震
撼
さ
せ
た
。
楊
氏
は
上
海
で
そ
れ
に
遭
遇
し
た
が
、
も
は
や
出
城
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
上
海
の
楊
氏
の
家
の
門
に
は
、
日
本
の
寺
西
秀
武
の
尽
力
で
、
楊
氏
の
蔵
書
に
手
を
掛
け
る
者
は
罪
に
処
さ
れ
る
、
と
い
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う
張
り
紙
が
な
さ
れ
、
狼
藉
の
進
入
を
妨
げ
た
。
黄
州
や
武
昌
に
置
い
て
あ
っ
た
書
籍
も
不
安
で
あ
っ
た
が
、
手
の
施
し
よ
う
が
な
か
っ

た
。
や
が
て
、
民
国
三
年
、
大
総
統
袁
世
凱

(

一
八
五
九
〜
一
九
一
六)

の
招
き
で
京
師
に
移
り
、
蔵
書
も
順
次
、
京
師
に
運
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
四
年
一
月
九
日
長
逝
し
、
蔵
書
の
主
要
な
部
分
は
北
京
に
遺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
一
一
年
の
十
一
月
十
一
日
、
上
海
で
記
し
た
楊
氏
の
記
に
、｢

守
敬
は
少
壮
よ
り
都
に
行
き
衣
食
を
節
し
て
書
を
集
め
、
日
本
に

あ
っ
て
は
、
古
碑
・
古
銭
・
古
印
を
も
っ
て
古
書
に
換
え
、
字
を
書
い
て
売
り
、
そ
れ
を
元
手
に
買
い
加
え
て
き
た
も
の
が
今
日
の
蔵
書

で
あ
る
。
清
初
、
銭
謙
益
が
祝
融
に
あ
っ
て
蔵
書
を
失
っ
た
二
の
舞
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
。
こ
の
典
籍
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
私
の
不
幸
に

止
ま
ら
ず
、
天
下
の
不
幸
事
で
あ
る
。｣

(

自
述
年
譜)

と
あ
り
、
い
か
に
そ
の
蔵
書
に
心
を
向
け
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

没
後
、
そ
の
遺
志
は
守
ら
れ
、
北
京
に
あ
っ
た
蔵
書
は
三
万
五
千
元
で
民
国
政
府
が
買
い
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
民
国
八
年

(

一
九
一

九)

総
統
徐
世
昌

(

一
八
五
五
〜
一
九
三
九)

は
そ
の
一
部
を
松
坡
図
書
館
に
分
蔵
、
ま
た
、
主
要
な
も
の
は
民
国
十
五
年
故
宮
博
物
院

が
収
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
二
十
一
年
、
故
宮
博
物
院
が

｢

故
宮
所
蔵
観
海
堂
書
目｣

を
編
纂
し
た
こ
と
は
、
冒
頭
に
述

べ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
楊
氏
蒐
集
蔵
書
の
概
観
が
掴
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
、
日
本
に
於
け
る
蒐
集
の

源
流
は

｢

日
本
訪
書
志｣
｢

楊
星
吾
日
本
訪
書
考｣

(

長
澤
規
矩
也
・
同
著
作
集
第
二
巻
・
一
九
八
二
・
汲
古
書
院)

｢

中
国
訪
書
志｣

(

阿

部
隆
一
・
一
九
七
六
・
汲
古
書
院)

に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
王
重
民

｢

日
本
訪
書
志
補｣

も
参
考
に
な
る
。
そ
の
他
、
現
在
、
北
京
中
国
国

家
図
書
館
・
台
北
国
家
図
書
館
・
上
海
図
書
館
・
湖
北
省
図
書
館
な
ど
に
散
在
す
る
旧
蔵
書
の
復
元
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

楊
氏
が
纏
め
た
解
題
目
録｢

日
本
訪
書
志｣

、
そ
し
て
図
録
で
あ
る｢
留
真
譜｣

｢

留
真
譜
二｣

に
つ
い
て
、
少
し
く
補
足
し
て
お
こ
う
。

｢

日
本
訪
書
志｣

は
、
主
と
し
て
大
陸
に
亡
ん
で
日
本
に
遺
っ
た
古
籍
善
本
二
百
三
十
一
種
に
つ
い
て
の
楊
氏
序
跋
を
集
め
た
も
の
で
、

清
光
緒
二
十
三
年

(

一
八
九
七
・
明
治
三
十
年)

の
出
版
に
か
か
る
。
首
に
清
光
緒
二
十
七
年
の
楊
氏
自
序
を
冠
す
。
全
て
十
六
巻
で
、
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巻
九
・
十
に
医
書
を
配
す
。
前
述
の
如
く
、
江
戸
時
代
後
期
、
勃
然
と
隆
盛
に
至
っ
た
書
誌
学
の
推
進
者
が
医
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
本
に
医
書
の
善
本
が
多
い
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
、
そ
れ
を
知
ら
し
め
た
意
義
は
大
き
い
。
収
載
す
る
善
本
は
楊
氏
所
蔵
本
に
限
ら
な

い
が
、
所
蔵
者
に
関
す
る
言
及
が
無
い
の
を
恨
み
と
す
る
。｢

留
真
譜｣

は
清
光
緒
二
十
七
年
刊
本
で
、
日
本
で
蒐
集
し
た
古
籍
や
入
手

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
見
し
た
善
本
の
、
巻
頭
巻
末
刊
記
の
書
影
を
木
版
に
刻
し
た
図
録
集
で
あ
る
。
全
て
三
百
九
十
三
種
、
図
後
に

楊
氏
の
跋
文
を
附
載
す
る
も
の
も
多
い
。
石
印
や
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
、
ま
し
て
現
代
の
写
真
製
版
技
術
が
流
行
す
る
以
前
に
、
近
代
書
誌

学
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
版
式
の
比
較
を
可
能
に
し
た
意
義
あ
る
書
物
で
あ
る
。
も
と
も
と
の
発
想
は
森
立
之
に
始
ま
り
、
森
が
作
製
し

て
い
た
書
影
集
を
楊
氏
が
も
ら
い
受
け
、
巌
谷
脩
や
町
田
久
成
の
助
力
を
得
て
増
修
し
、
二
十
数
冊
を
日
本
で
上
梓
し
た
。
帰
国
後
、
更

に
増
や
し
整
理
し
て
分
類
、
初
編
十
二
冊
を
出
版
し
た
。
凡
そ
、
善
本
書
影
・
図
録
と
称
す
る
も
の
の
嚆
矢
で
あ
る
。
掲
載
書
は
、
現
所

在
本
と
の
同
定
が
困
難
な
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
、
や
は
り

｢

日
本
訪
書
志｣

と
同
じ
く
恨
み
と
す
る
。
二
編
は
楊
氏
没
後
二
年
を

経
た
民
国
六
年
に
上
梓
。
百
七
十
五
種
の
書
影
を
木
版
で
刻
し
た
。
こ
れ
ら
の
版
刻
技
術
は
相
当
な
も
の
で
、
よ
く
原
本
の
面
影
を
伝
え

る
の
に
成
功
し
て
い
る
。
楊
氏
の
努
力
は
、
こ
う
し
て
書
誌
学
の
発
展
に
寄
与
し
、
こ
れ
に
続
い
て
、
書
影
が
続
々
と
出
版
さ
れ
、
書
誌

学
者
繆�
孫

(

一
八
五
四
〜
一
九
一
九)

は

｢

宋
元
書
影｣
を
石
影
印
、
常
熟
の
瞿
氏
は

｢

鉄
琴
銅
剣
楼
書
影｣

(

民
国
十
一
年)

、
南
京

国
学
図
書
館
は｢�
山
書
影｣

(

民
国
十
七
年)

、
劉
承
幹
は｢
嘉
業
堂
善
本
書
影｣

(

民
国
十
八
年)

、
故
宮
博
物
院
は｢

故
宮
善
本
書
影｣

(

民
国
十
九
年)
｢

重
整
内
閣
大
庫
残
本
書
影｣

(

民
国
二
十
二
年)
、
陶
湘
は

｢

渉
園
所
見
宋
版
書
影｣

(

民
国
二
十
六
年)

、
王
文
進
は

｢

文
禄
堂
書
影｣

(

民
国
二
十
六
年)

、
顧
廷
龍
・
潘
景
鄭
は

｢

明
代
版
本
図
録｣

(

民
国
三
十
年)

を
そ
れ
ぞ
れ
石
影
印
し
て
、
書
影
文
化

を
築
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、｢

留
真
譜｣

の
、
こ
う
し
た
図
録
と
し
て
の
歴
史
的
・
書
誌
学
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
書
影
編
纂

の
最
も
優
れ
た
成
果
で
あ
る

｢

中
国
古
籍
稿
鈔
校
本
図
録｣

(

二
〇
〇
〇
年
・
上
海
書
店)

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
上
海
図
書
館
・
陳
先
行
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の
｢

前
言｣

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
概
要
を
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。｢

古
籍
の
鑑
定
は
経
験
と
実
践
に
よ
っ
て
の
み
成
果
を
生
む
も
の
で
、
諸
々
の
伝

本
を
比
較
す
る
こ
と
が
最
も
確
実
な
鑑
定
の
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
種
、
感
覚
的
な
力
に
頼
る

｢

観
風
望
気｣

と
称
さ
れ
る
熟
練
者

の
鑑
定
力
は
、
し
か
し
、
容
易
に
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
蔵
書
家
な
ど
一
部
の
、
大
量
に
版
本
を
縦
覧
で
き
る
人
だ
け
が
、
そ
の

条
件
を
持
つ
。｢
留
真
譜｣

は
ま
さ
に
こ
の
限
界
を
突
破
し
、
多
く
の
人
に
宋
元
版
・
古
鈔
本
の
面
影
を
提
供
し
、
古
籍
鑑
定
比
較
の
資

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
実
用
価
値
の
高
い
も
の
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
宋
代
、｢

考
古
図｣

な
ど
の
図
譜
が
現
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
俄
に
金
石
学
が
発
展
し
た
よ
う
に
、｢

留
真
譜｣

の
出
現
に
よ
っ
て
、
書
影
を
用
い
て
テ
キ
ス
ト
を
直
接
比
較
す
る
新
し
い

書
誌
学
が
進
歩
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。｣

そ
も
そ
も
、
楊
氏
が

｢

留
真
譜｣

序
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、｢

留
真｣

の
一
語
は
、｢

漢
書｣

巻
五
十
三

｢

河
間
献
王
伝｣

に

｢

民
よ
り

善
書
を
得
れ
ば
必
ず
為

(

た
め)

に
好
く
写
し
、
之
に
与
え
、
其
の
真
を
留

(

と
ど)

め｣

と
あ
る
の
に
よ
り
、
善
書
を
献
じ
た
者
に
は

複
本
を
作
製
し
て
与
え
、
原
本
は
王
府
に
収
蔵
し
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
い
る
。｢

真｣

の
意
義
が
古
代
か
ら
し
て
み
れ
ば
変
化
し

た
と
は
言
え
、
書
物
の
散
佚
を
防
ご
う
と
す
る
精
神
は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
藝
林
の
好
事
で
あ
る
。

四
、｢

論
語｣

の
蒐
集

｢

論
語｣

の
我
が
国
に
於
け
る
流
伝
の
梗
概
は
、
こ
れ
を
見
る
と
き
、
宋
版
・
五
山
版

(

旧
刊
本)

・
古
鈔
本
が
、
室
町
時
代
ま
で
に
使

わ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
実
態
で
あ
り
、｢

論
語
集
解｣

の
古
鈔
本
は
、
博
士
家
の
流
れ
を
大
き
な
流
伝
の
柱
と
し
な
が
ら
も
、｢

論
語
義
疏｣
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や
正
平
版

｢

論
語｣

の
影
響
も
蒙
り
な
が
ら
多
々
生
み
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
実
態
を
把
握
し
た
楊
氏
は
、
こ
れ
を
実
証
す
る
べ
く
、
原
本
の
蒐
集
に
精
力
を
傾
け
た
。
楊
氏
の
編
纂
し
た
書
目
を
調
べ
る

と
、

｢

日
本
訪
書
志｣

に
見
え
る

｢

論
語｣

は
、
次
の
四
種
類
で
あ
る
。

一
、
論
語
集
解
十
巻

(

古
鈔
巻
子
改
摺
本
分
為
四
冊)

二
、
監
本
論
語
集
解
二
巻

宋
刊
本

三
、
論
語
集
解
十
巻

日
本
正
平
刊
本

四
、
論
語
注
疏
十
巻

元
槧
本

ま
た
、｢

留
真
譜｣

初
編
に
は
、｢

論
語
集
解｣

の
古
写
古
刊
本
と
し
て
、
次
の
十
三
種
類
に
つ
い
て
一
〜
二
葉
の
見
本
を
影
刻
し
て
い

る
。

一
、
津
藩
藤
堂
家
蔵
貞
和
二
年

(

一
三
四
六)
奥
書
本
を
江
戸
時
代
後
期
に
抽
出�
刻
し
た
も
の

二
、
貞
和
三
年
藤
宗
重
奥
書
・
応
永
九
年

(

一
四
〇
二)

感
得
識
語
本

三
、
観
応
一
年

(

一
三
五
〇)

奥
書
本
、

四
、
元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

奥
書
本

五
、
正
平
版
双
跋
本

六
、
慶
長
刊
本

(

覆
古
活
字
版
＝
要
法
寺
版
か)

七
、
南
北
朝
頃
写
本
か

― 135 ―



八
、
天
文
版

九
、
監
本
論
語
集
解

宋
刊
本

十
、
元
元
貞
二
年

(

一
二
九
六)

刊
本
論
語
注
疏

十
一
、
室
町
時
代
写
本
論
語
義
疏

十
二
、
宝
徳
三
年

(

一
四
五
一)

奥
書
本
論
語
義
疏

十
三
、
宋
朱
熹
撰
論
語
惑
問

朝
鮮
銅
活
字
本
の
覆
刻
か

更
に
、｢

留
真
譜｣

二
編
に
は
、｢

論
語
集
解｣

の
正
平
版
・
古
鈔
本
を
五
点
掲
げ
、
見
本
を
影
刻
し
て
い
る
。

一
、
古
鈔
、(

序)

八
行
、
渋
江
抽
斎
・
森
立
之
の
印
あ
り

二
、
正
平
版
・
中
村
敬
宇
旧
蔵

三
、
古
鈔
、(

序)

十
一
行
、
渋
江
抽
斎
・
森
立
之
・
向
山
黄
村
の
印
あ
り

四
、
古
鈔
、(

序)

九
行
、
和
学
講
談
所
・
向
山
黄
村
の
印
あ
り

五
、
古
鈔
、
天
文
二
十
年
清
原
枝
賢
校
、
松
平
定
信
・
向
山
黄
村
の
印
あ
り

さ
て
、
こ
れ
ら
著
録
本
を
検
討
し
て
み
よ
う
。｢

日
本
訪
書
志｣
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
、
論
語
集
解
十
巻

(

古
鈔
巻
子
改
摺
本
分
為
四
冊)

｢

留
真
譜｣

初
編
の
七
、
観
応
一
年

(

一
三
五
〇)

奥
書
本
と
お
な
じ
も
の
で
、
楊
氏
が
購
得
し
て
、
現
在
、
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所

蔵
さ
れ
る
。
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二
、
監
本
論
語
集
解
二
巻

宋
刊
本

｢

留
真
譜｣

初
編
の
九
と
同
じ
で
、
楊
氏
購
得
後
、
李
盛
鐸
に
譲
り
、
現
在
北
京
大
学
図
書
館
所
蔵
。
序
の
末
に

｢

劉
氏
天
香
書
院
之

記｣

木
記
が
あ
る
。
内
題
は

｢

監
本
纂
図
重
言
重
意
互
註
論
語｣

と
題
し
、
宋
福
建
の
坊
刻
本
で
日
本
で
は

｢

重
言
重
意
本｣

と
し
て
中

世
期
に
珍
重
さ
れ
た
。｢

北
京
大
学
図
書
館
善
本
書
録｣

(

同
大
学
・
一
九
九
八)

に
図
を
載
せ
る
。
室
町
期
の
日
本
人
学
僧
に
よ
る
古
い

朱
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
四
周
双
辺
、
十
行
十
八
字
、
匡
郭
内
が
縦
二
十
・
六
横
十
三
・
二
糎
と
小
振
り
で
あ
る
。
孤
本
。

三
、
論
語
集
解
十
巻

日
本
正
平
刊
本

｢

古
逸
叢
書｣

に
収
載
し
た
。
そ
れ
は
単
跋
本
で
、
も
う
一
本
無
跋
本
を
購
得
、
現
在
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
。｢

留
真
譜｣

五
は
双
跋
本
で
、｢

古
逸
叢
書｣

本
と
は
違
う
よ
う
で
あ
る
。
初
刻
本
を
覆
刻
し
た
双
跋
本
は
現
在
、
東
洋
文
庫
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

(

安
田
文
庫
旧
蔵)

・
静
嘉
堂
文
庫
に
伝
本
が
あ
る
。

四
、
論
語
注
疏
十
巻

元
槧
本

｢

留
真
譜｣

初
編
十
の
元
元
貞
二
年

(

一
二
九
六)

刊
本
論
語
注
疏
と
同
じ
も
の
。
こ
れ
は
現
所
在
が
不
明
。
十
三
行
本
で
、
元
貞
二

年
平
陽
府
梁
宅
刊
の
刊
記
が
あ
る
と
い
う
。
曲
直
瀬
家
養
安
院
の
蔵
印
も
あ
る
と
い
う
。
現
在
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に

｢

元
貞
新
刊
論

語
纂
図
一
巻
論
語
釋
文
音
義
一
巻

一
冊｣

が
存
し
、
明
代
前
期
の
覆
刻
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
楊
氏
が
用
い
た
元
版
の
附

録
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
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次
に

｢

留
真
譜｣

初
編
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

一
、
貞
和
二
年
奧
書
本

天
保
年
間
頃
の
模
刻
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
覆
刻
し
た
も
の
で
、
貞
和
の
奧
書
あ
る
実
際
の
古
鈔
本
は
楊
氏
の
時
既
に
不
明
で
あ
っ
た
。

現
在
も
不
明
。｢
留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋
に
は

｢

右
古
鈔
巻
子
本
論
語
集
解
、
文
字
多
与
正
平
本
合
、
出
大
和
広
瀬
某
家
、
後
帰

津
藩
侯
有
造
館
、
天
保
八
年
津
藩
縮�
上
梓
者
即
此
本
也
。
相
伝
為
菅
原
道
真
書
、
以
第
三
巻
末
記
有
丞
相
二
字
、
遂
附
会
之
。
訪
古
志

且
謂
、
二
字
為
後
人
所
加
。
余
未
見
原
本
、
不
敢
質
言
、
別
得
序
文
全
篇
及
毎
巻
首
数
行�
本
、
審
其
筆
勢
當
為
日
本
八
九
百
年
間
人
所

書
、
復
節
刻
之
以
為
論
語
古
鈔
之
冠
。｣

と
あ
る
。

二
、
貞
和
三
年
藤
宗
重
奧
書
本

現
在
は
東
洋
文
庫
所
蔵
。
泉
州
堺
の
塩
穴
寺
の
旧
蔵
に
か
か
り
、
か
つ
て
狩
谷�
斎
の
も
と
に
あ
り
、｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
市
野

迷
庵
が
こ
れ
を
校
合
し
、
慶
長
刊
本
に
書
き
入
れ
て
あ
る
も
の
が
、
斯
道
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
南
北
朝
以
前
の
古
写
本
は
室
町
時
代
以

降
の
も
の
と
一
線
を
画
し
、
こ
れ
を
含
め
、
正
和
四
年

(

一
三
一
五)

写
本

(

東
洋
文
庫)

、
元
応
二
年

(

一
三
二
〇)

写
本

(

蓬
左
文

庫)

、
嘉
暦
三
年

(

一
三
二
八)

写
本

(

書
陵
部)

、
建
武
四
年

(
一
三
三
七)

点
本

(

大
東
急
記
念
文
庫)

、
愛
知
県
猿
投
神
社
蔵
本
な

ど
数
点
を
数
え
る
の
み
。
そ
れ
を
遡
る
と
、
醍
醐
寺
本
文
永
五
年

(

一
二
六
八)

写
本
や
高
山
寺
本
嘉
元
一
年

(

一
三
〇
三)

写
本
な
ど

の
零
巻
を
存
す
る
の
み
と
な
る
。｢

留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋
に
は

｢
此
書
原
是
巻
子
、
後
改
摺
本
、
巻
首
有
左
中
将
藤
宗
重
題
字
、

故
日
本
著
録
家
称
為
宗
重
本
。
論
語
古
鈔
、
栂
尾
、
津
藩
二
本
外
、
此
為
最
矣
。
旧
蔵
狩
谷
望
之
求
古
楼
、
今
在
向
山
黄
村
家
。｣

と
あ
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る
。

三
、
観
応
一
年
奧
書
本

楊
氏
の
所
蔵
本
で
、
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。｢

留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋
に
は

｢

此
亦
巻
子
本
、
自
巻
首
至
雍
也
文
字
与
諸
巻

子
本
略
同
。
述
而
以
下
筆
跡
少
異
、
所
拠
本
亦
不
同
、
蓋
雍
也
以
前
注
中
全
列
姓
名
、
述
而
以
後
則
有
姓
無
名
与�
本
同
。
其
句
末
也
乎

之
矣
等
字
亦
大
半
刪
削
、
故
知
所
拠
為
宋
槧
本
也
。
此
本
吉
宦
漢
・
市
野
光
彦
皆
未
引
及
。
余
得
小
島
学
古
校
本

(

校
於
正
平
論
語
上)

、

故
知
其
原
委
異
同
若
此
、
其
原
本
則
未
知
今
蔵
何
家
、
此
面
亦
拠
小
島�
本
也
。｣

す
な
わ
ち
、
こ
の
跋
を
為
し
た
後
に
本
書
を
入
手
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
元
亀
二
年
奧
書
本

楊
氏
の
所
蔵
本
で
、
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。
元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

藤
沢
一
寮
の
奥
書
本
で
、｢

留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋

に
は

｢

是
本
毎
冊
後
皆
有
元
亀
二
年
題
識
、
書
估
従
西
京
販
来
、
為
杉
本
仲
温
所
得
、
借
而
校
之
、
大
抵
与
正
平
本
合
也
。｣

後
に
杉
本

仲
温
か
ら
得
た
も
の
で
、
楊
氏
の
言
う
如
く
、
正
平
版
の
系
統
の

｢

戊
類｣

に
属
す
る
。

五
、
正
平
版
論
語
双
跋
本

楊
氏
は
単
跋
本
を
入
手
、
覆
刻
し
て
古
逸
叢
書
に
収
載
。
ま
た
、
も
う
一
本
を
所
蔵
し
、
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。
こ
れ
は
、
刊
記
の

部
分
の
最
後
葉
を
意
図
的
に
削
奪
し
て
あ
る
の
で
、
単
跋
本
か
無
跋
本
か
の
区
別
が
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
双
跋
本
で
は
な
い
。
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こ
の

｢

留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋
に
は

｢

右
重
刊
正
平
論
語
、
逸
人
貫
彼
邦
学
者
、
亦
未
詳
為
何
許
人
、
験
其
紙
墨
、
當
亦
去
正
平

不
遠
、
格
式
雖
仍
正
平
之
旧
、
文
字
亦
略
有
校
改
、
伝
世
尤
少
、
余
従
書
估
借
校
一
過
、�
之
如
此｣

と
。
す
な
わ
ち
楊
氏
の
入
手
で
き

な
か
っ
た
も
の
。
巻
十
の
尾
題

｢

諭
語｣

に
作
る
、
所
謂
双
跋
諭
語
本
で
、
初
刻
双
跋
本
の
覆
刻
本
で
あ
る
。

六
、
慶
長
刊
本
論
語
集
解

拙
論

｢

慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究｣

(

斯
道
文
庫
論
集
第
三
十
輯
・
平
成
八
年)

参
照
。
古
活
字
版
か
整
版
本
か
の
区
別
は
つ
か
な
い

が
、
恐
ら
く
、
字
様
か
ら
推
し
て
整
版
か
と
思
わ
れ
る
。
整
版
の
慶
長
刊

｢

論
語
集
解｣

は
、
慶
長
十
年

(

一
六
〇
五)

頃
、
同
八
年
以

前
に
出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
を
覆
刻
し
、
京
都
要
法
寺
で
開
板
さ
れ
た
も
の

(

刊
記
が
あ
る
。
整
版
甲
種)

と
、
そ
れ
を
更
に
覆
刻
し
た

整
版
乙
種
の
二
版
が
知
ら
れ
、
い
ず
れ
も
楊
氏
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
。｢

留
真
譜｣

は
こ

の
何
れ
か
を�
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
刊
記
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
乙
種
か
と
推
測
さ
れ
る
。

七
、
南
北
朝
頃
写
本
か

楊
氏
所
蔵
本
。
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。
楊
氏
所
蔵
の
う
ち
、
最
も
書
写
年
代
の
古
い

｢

論
語｣

写
本
。
観
応
一
年

(

一
三
五
〇)

写

本
。
も
と
巻
子
本
で
あ
っ
た
も
の
を
、
折
帖
装
訂
に
変
え
て
い
る
。｢
経
籍
訪
古
志｣

｢

日
本
訪
書
志｣

(

一)

に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

｢

留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋
に
は

｢

按
此
本
自
述
而
以
下
拠
宋
槧
補
鈔
、
則
経
注
字
数
不
応
与
正
平
本
合
、
可
知
此
是
自
宋
相
伝
旧

数
、
故
各
本
因
之
、
即
正
平
本
亦
不
必
悉
合
、
然
則
□
校
定
諸
本
、
此
亦
一
大
閲
目
哉

守
敬
附
記｣

と
あ
る
。
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八
、
天
文
版
論
語

天
文
二
年

(

一
五
三
三)

刊
、
博
士
家
清
原
宣
賢
の
跋
を
有
す
る
単
経
本
。
泉
州
堺
の
医
者
と
伝
え
ら
れ
る
阿
佐
井
野
家
の
刊
行
で
、

版
木
は
堺
の
南
宗
寺
に
伝
わ
っ
た
の
で
、
南
宗
論
語
と
も
称
さ
れ
る
。
版
木
は
太
平
洋
戦
争
以
前
ま
で
存
し
、
大
正
時
代
ま
で
刷
ら
れ
た

が
、
室
町
時
代
の
初
印
本
は
殆
ど
無
い
。
楊
氏
は
三
本
入
手
し
た
。
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。
三
本
と
も
江
戸
時
代
の
後
印
に
属
す
る
。

こ
の

｢

留
真
譜｣
も
そ
の
何
れ
か
を�
刻
し
た
も
の
。

九
、
監
本
纂
図
重
言
重
意
互
註
論
語
二
巻

｢

日
本
訪
書
志｣

(

二)

著
録
の

｢
監
本
論
語
集
解
二
巻

宋
刊
本｣

。

十
、
元
元
貞
刊
論
語
注
疏
解
経
十
巻

｢

日
本
訪
書
志｣

(

四)

著
録
の

｢

論
語
注
疏
十
巻

元
槧
本｣

。

十
一
、
論
語
義
疏
十
巻

梁
皇
侃
撰

室
町
時
代
写
本

楊
氏
所
蔵
。
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。
楊
氏
は｢

論
語
義
疏｣
古
写
本
を
七
点
購
入
し
て
い
る
。
こ
こ
に�
刻
し
て
い
る
の
は
、
巻
一
、

四
、
七
〜
八
、
の
残
巻
本
で
、
巻
一
は
室
町
時
代
中
後
期
写
、
巻
四
は
江
戸
時
代
後
期
写
、
巻
七
〜
八
は
江
戸
時
代
中
期
写
、
と
い
う
三

種
の
取
り
合
わ
せ
本
。
巻
一
は
楊
氏
蒐
集

｢

義
疏｣

中
、
最
も
良
い
写
本
で
あ
る
。
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十
二
、
論
語
義
疏
十
巻

梁
皇
侃
撰

宝
徳
三
年

(

一
四
五
一)

写
本

存
巻
一
〜
二
、
七
〜
八
。
川
越
の
新
井
政
毅
か
ら
島
田
篁
邨
に
わ
た
り
、
後
、
徳
富
蘇
峰
の
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
と
な
る
。
お
茶
の
水
図

書
館
現
蔵
。｢

留
真
譜｣

に
附
さ
れ
た
楊
氏
跋
に
は
、｢

論
語
皇
侃
義
疏
為
海
外
逸
書
、
真
本
無
庸
擬
議
獨
怪
、
根
本
遜
志
所
刊
義
疏
、
其

体
式
全
同�
監
毛
之�
疏
本
。
按
合
注
於
疏
、
始
於
南
宋
、
今
所
見
十
行
本�
疏
及
元
元
貞
刊
本�
疏
皆
注
文
双
行
、
安
得
皇
疏
旧
本
、

一
同
明
刊
之
式
、
此
懐
疑
未
釈
者
、
及
来
此
得
見
皇
疏
古
鈔
本
数
通
、
乃
知
其
体
式
迥
異
刊
本
、
毎
章
分
段
以
双
行
、
先
釈
経
文
提
行
処

皆
頂
格
、
注
文
則
別
行
低
一
格
、
大
字
居
中

(

亦
有
不
跳
行
者
則
空
数
字
疑
是
鈔
敢
為
之)

其
有
所
疏
者
、
亦
以
双
行
釈
之
、
提
行
処
並

低
一
格
、
倶
不
標
起
止
足
知
刊
本
之
妄
、
且
其
文
字
為
根
本
以
他
本
及�
本
校
改
者
、
亦
失
多
得
少
、
後
有
重
刊
此
書
者
當
拠
此
正
之
。｣

｢

又
按
六
朝
義
疏
既
有
此
式
、
何
以
唐
人
五
経
正
義
皆
不
循
此
轍
、
余
疑
皇
疏
原
本
亦
必
標
起
止
別
為
単
疏
、
今
此
□
亦
日
本
人
合
注
於

疏
者
之
所
為
、
而
刪
其
所
標
起
止
與
、
惜
此
間
鈔
本
審
其
紙
墨
筆
勢
、
皆
不
出
元
明
之
世
、
無
従
実
証
之
耳
。｣

十
三
、
論
語
或
問

宋
朱
熹
撰

十
三
行
と
思
わ
れ
る
半
葉
に
、
毎
行
二
十
二
字
の
版
式
の
、
朝
鮮
版
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
版
種
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、｢

留
真
譜
二
編｣

(

民
国
六
年
刊)

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

一
、
古
鈔
、(

序)

の
書
影
は
八
行

渋
江
抽
斎
・
森
立
之
の
印
あ
り
。
室
町
時
代
後
期
写
本
で
、
三
冊
。｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
。
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
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二
、
正
平
版
無
跋
本

五
冊
。
中
村
敬
宇
旧
蔵
。
楊
氏
の
所
蔵
に
か
か
り
、
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。

三
、
天
正
四
年

(

一
五
七
六)

写
本

単
経
本
、
一
冊
。
渋
江
抽
斎
・
森
立
之
・
向
山
黄
村
旧
蔵
。
楊
氏
の
所
蔵
に
か
か
り
、
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。
天
正
四
年
の
奥
書
を

有
す
。
書
式
か
ら
は
、
清
家
本
と
み
な
さ
れ
る
が
、
字
句
の
点
で
清
家
本
と
や
や
異
な
り
、
経
文
の
振
り
仮
名
傍
訓
は
清
家
の
読
み
と
は

違
う
。
無
論
、｢

留
真
譜
二｣
で
は
振
り
仮
名
を
削
去
し
て
あ
る
。

四
、
室
町
時
代
写
本

｢

論
語
義
疏｣
(

序
＝
何
晏
集
解
序)

の
書
影
を
刻
し
、
九
行

五
冊
。
和
学
講
談
所
・
向
山
黄
村
旧
蔵
。
楊
氏
の
所
蔵
に
か
か
り
、
台
湾
故
宮
博
物
院
現
蔵
。

五
、
室
町
時
代
後
期
写
本
、
天
文
二
十
年
清
原
枝
賢
校

松
平
定
信
・
向
山
黄
村
旧
蔵
。
本
書
は
永
正
九
年

(

一
五
一
二)

、
一
七
年
の
清
原
宣
賢
奥
書
を
有
す
る
、
所
謂
清
家
永
正
本
の
系
統

で
、
天
文
二
十
年

(

一
五
五
一)

、
宣
賢
の
孫
枝
賢
が
奥
書
を
加
え
た
も
の
。｢

留
真
譜
二
編｣

に
は
、｢

今
存
飛
青
閣｣

と
あ
り
、
楊
氏

が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
原
本
は
東
洋
文
庫
の
現
蔵
で
あ
る
。
五
冊

(1C
41)

。
後
、
大
阪
府
立
図
書
館
論
語
展
覧

会
目
録
・
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
論
語
展
覧
会
目
録
に
、
と
も
に
天
文
九
年

(
一
五
四
〇)

鈔
本
と
著
録
さ
れ
た
も
の
。
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以
上
が

｢

日
本
訪
書
志｣

｢

留
真
譜｣

｢

留
真
譜
二｣

に
著
録
さ
れ
た

｢

論
語｣

古
刊
古
鈔
本
で
あ
る
。
現
在
、
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所

蔵
さ
れ
る
観
海
堂
本
は
こ
れ
に
著
録
さ
れ
な
い
も
の
も
多
い
が
、
楊
氏
の

｢

論
語｣

蒐
集
は
、
現
存
す
る
全
て
の
伝
本
か
ら
察
し
て
も
、

ほ
ぼ
そ
の
エ
キ
ス
を
網
羅
し
た
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
章

観
海
堂
本
、
室
町
時
代
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
解
題

一
、
分
類
と
特
長

現
在
、
台
湾
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
楊
氏
旧
蔵
の
観
海
堂
本

｢

論
語
集
解｣

は
、
室
町
時
代
写
本
が
十
点
を
数
え
る
。
所
在
が
明

ら
か
で
あ
る
伝
本
の
全
体
数
約
九
十
点
ほ
ど
で
あ
る
の
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
所
蔵
が
研
究
上
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
誰
し
も
が
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
室
町
時
代
古
鈔
本

｢

論
語
集
解｣

の
文
献
的
分
類
は
、
拙
論

｢

室
町
時
代
鈔
本
論
語
集
解
の
研
究｣

(

斯
道
文
庫
論
集
第
四
十

輯
・
平
成
十
八
年
二
月
を
参
照)

に
考
察
し
た
如
く
、
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清
原
宣
賢
本
系
…
…
…
甲
類

(

大
阪
府
立
図
書
館
蔵
梅
仙
本)

清
原
枝
賢
本
系
…
…
…
乙
類

(

斯
道
文
庫
蔵
三
十
郎
本)

章
数
有

(

上)

…
…
…
丙
類

(

斯
道
文
庫
蔵
戒
光
院
本)

章
数
無
…
…
…
…
…
…
丁
類

(

斯
道
文
庫
蔵
正
長
本)

影
写
本
…
…
…
…
…
…
戌
類

(

斯
道
文
庫
蔵
青
蓮
院
本)

転
写
本
…
…
…
…
…
…
己
類

(

斯
道
文
庫
蔵
楠
河
州
本)

章
数
無
…
…
…
…
…
…
庚
類

(

斯
道
文
庫
蔵
舜
政
本)

章
数
有

(

下)

…
…
…
辛
類

(

斯
道
文
庫
蔵
勝
海
舟
本)

と
分
類
さ
れ
る
。
図
版
は
前
記『

斯
道
文
庫
論
集』

を
参
照
い
た
だ
く
が
、
要
す
る
に
、
清
原
博
士
家
の
家
本
の
系
統
、
正
平
版｢

論
語｣

(

正
平
十
九
年
＝
一
三
六
四
に
出
版
さ
れ
た
日
本
で
最
初
に
公
刊
さ
れ
た

｢

論
語｣)

の
影
響
を
受
け
る
も
の
、｢

論
語
義
疏｣

(

梁
の
皇
侃

撰
、
論
語
の
注
釈
書
で
、
早
く
か
ら
中
国
で
は
亡
び
、
日
本
で
は
室
町
時
代
に
流
行
し
た)

の
影
響
を
受
け
る
写
本
、
と
大
き
く
三
種
類

と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
、
本
文
の
字
句
の
異
同
は
勿
論
、
巻
頭
の
題
署
の
仕
方
な
ど
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

｢

論
語
学
而
第
一

凡
十
六
章

何
晏
集
解

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎｣
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と
始
ま
る
の
が
清
家
本
甲
種
。
そ
の
変
化
で
、｢

説｣

を

｢

悦｣

に
つ
く
る
の
が
丙
種
。
ま
た

｢

悦｣

で

｢

凡
幾
章｣

と
い
う
章
数
が
無

い
の
が
丁
種
。

｢

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎｣

と
始
ま
る
の
が
正
平
版
系
戊
種
。
そ
の
変
化
で

｢

学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章
／
子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎｣

と
始
ま
る
の
が

己
種
。

｢

論
語
巻
第
一

何
晏
集
解

学
而
第
一｣

と
始
ま
り
、
続
け
て
、
学
而
一
章
を
総
括
す
る
義
疏
の
注
釈
文
が
混
入
す
る
の
が
、
義
疏
混
入
系
の
庚
類
。

｢

論
語
巻
第
一

学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章｣

と
始
ま
り
、
同
じ
く
義
疏
の
注
釈
が
混
入
す
る
の
が
義
疏
混
入
系
の
辛
類
。

こ
れ
が
ざ
っ
と
題
署
に
よ
る
識
別
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
観
海
堂
本
、
十
本
を
こ
の
系
統
分
類
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(

一)

丙
類

清
家
本
系
、｢

悦｣

字
、
有
章
数

(

上)

Ａ
、
論
語
十
巻

魏
何
晏
集
解

集
解
単
経
本

天
正
四
年

(

一
五
七
六)

写

十
一
行
十
七
字

総
振
仮
名

後
補
白
表
紙

一
冊
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(

二)

戊
類

正
平
版
系

Ｂ
、
同

欠
巻
七
・
八

室
町
中
期
写

転
写
正
平
版

六
行
十
三
字

襯
紙

四
冊

Ｃ
、
同

存
巻
一
・
二

室
町
後
期
末
期
間
写

六
行
十
三
字

濃
丹
表
紙

一
冊

Ｄ
、
同

元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

藤
沢
一
寮
写

六
行
十
三
字

丹
表
紙

奉
伊
勢
神
宮

五
冊

(

三)

己
類

正
平
版
系
、｢

悦｣

字
、
有
章
数

(

下)

Ｅ
、
同

室
町
後
期
写

八
行
十
五
字

三
冊

(

四)

庚
類

論
語
義
疏
本
系

無
章
数

Ｆ
、
同

永
正
十
二
年(
一
五
一
五)

写

巻
九
・
十
享
禄
二
年(

一
五
二
九)

写

八
行
二
十
字

巻
九
・

十
は
清
家
系
か

三
冊

Ｇ
、
同

欠
序

室
町
後
期
写

九
行
十
六
字

南
葵
文
庫
本
と
同
種

足
利
学
校
系

五
冊

Ｈ
、
同

室
町
末
期
写

八
行
十
八
字

栗
皮
表
紙

念
河
蔵
書

二
冊

(

五)

庚
類
変
型

論
語
義
疏
本
系

(

義
疏
混
入
せ
ず)

無
章
数

Ｉ
、
同

存
巻
一
・
二
・
九
・
十

室
町
後
期
写

七
行
十
八
字

朱
色
慶
雲
堂
製
本
、
原
装
は
縹
色
古
表
紙

林
学
斎
旧
蔵

二
冊
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Ｊ
、
同

室
町
後
期
写

九
行
二
十
字

後
補
茶
表
紙

足
利
学
校
系

一
冊

清
家
本
か
ら
、
正
平
版
系
、
論
語
義
疏
系
、
と
ま
ん
べ
ん
な
く
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
甚
だ
興
味
深
い
が
、
他
の
所
蔵
機
関
に
見
な

い

(

五)

の
庚
類
変
型
は
観
海
堂
本
の
な
か
で
も
最
も
意
義
あ
る
伝
本
と
言
え
よ
う
。
義
疏
系
で
あ
り
な
が
ら
義
疏
を
混
入
し
な
い
伝
本

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
系
統
図
に
見
え
る
舜
政
本
の
系
統
で
、
各
巻
の
首
題
の
下
に

｢

凡
何
章｣

と
い
う
章
数
を
加
え
ず
、

｢

論
語
巻

(

之)

第
一

何
晏
集
解

学
而
第
一

(

何
晏
集
解)｣

と
題
す
る
型
で
あ
る
。
義
疏
系
以
外
の
テ
キ
ス
ト
が

｢

論
語
学
而
第
一

(
凡
何
章)

何
晏
集
解｣

と
題
す
る
の
と
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
義
疏
系
の
テ
キ
ス
ト
は
、
当
然
、
そ
の
分
類
名
に
言
う
如
く
、
義
疏
の
注
釈
が
混
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
観
海
堂
本

の
Ｉ
Ｊ
二
本
は
、
そ
の
義
疏
が
混
入
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
何
故
に
義
疏
系
に
分
類
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
首
題
の
形
式
や

本
文
の
字
句
等

(

例
え
ば
、｢

時
習
之
亦
不
悦
乎｣

の
よ
う
に

｢
悦｣

に
作
る)

か
ら
、
そ
も
そ
も
論
語
義
疏
系
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
煩

雑
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
混
入
さ
れ
た
義
疏
を
再
び
取
り
去
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る

か
ら
な
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
Ｊ
に
は
、
テ
キ
ス
ト
成
立
後
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
か
と
思
わ
れ
る
書
き
入
れ
が
夥
し
く
な
さ
れ
、
そ
の
際
に

義
疏
の
、
各
章
の
内
容
を
簡
述
し
た
注
釈
な
ど
を
、
書
き
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
な
写
本
の
テ
キ
ス
ト
に
仕
立
て
て
も
、
当

時
の
読
書
人
の
傍
ら
に
、
論
語
義
疏
が
如
何
に
常
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
庚
類
変
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型
は
、
こ
の
二
本
の
み
を
遺
す
系
統
で
、
観
海
堂
本
の
存
在
に
よ
っ
て
の
み
知
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
う
し
た
実
例
か
ら
、｢

論
語｣

に
限
ら
ず
、
観
海
堂
所
蔵
本
の
研
究
無
く
し
て
、
日
本
の
漢
籍
古
鈔
本
・
古
刊
本
の
研
究

は
十
全
に
は
至
ら
な
い
こ
と
が
、
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
伝
本
略
解

(

一)

丙
類

Ａ
、
天
正
四
年

(

一
五
七
六)

写

一
冊

後
補
白
色
表
紙

(

二
五
・
五
×
一
九
・
五
㎝)

。
そ
の
表
紙
に

｢

天
正
鈔
本
論
語｣

と
後
人
の
墨
書
が
あ
る
。
楊
氏
肖
像
を
一
葉
加
え
る
。

単
経
本
で
注
釈
は
省
い
て
あ
る
。
首
に
何
晏
の
序
を
挙
げ
、
巻
首
は
、｢

論
語
学
而
第
一

凡
十
六
章

何
晏
集
解｣

と
題
し
、
本

文
が
始
ま
る
。｢

子
曰
、
学
而
時
習
之
、
不
亦
悦
乎
、
有
朋
自
遠
方
来
、
…
…｣

。
書
式
は
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
十
一
行
、
毎
行
十

七
字
、
匡
郭
内
二
三
・
五
×
一
五
・
五
㎝
、
界
幅
一
・
六
㎝
、
料
紙
は
楮
紙
。
本
文
書
写
と
同
時
期
の
返
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・

朱
句
点
を
加
え
る
。
本
文
は
全
巻
一
筆
で
略
字
が
多
い
。
室
町
時
代
後
期
の
典
型
的
な
軟
体
の
書
写
字
様
で
あ
る
。
章
数
は

｢

学
而｣

篇

の
他
に

｢

八�｣
｢

里
仁｣

｢

泰
伯｣

｢

公
冶
長｣

｢

述
而｣

篇
に
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
篇
に
は
無
い
。
ま
た
、｢

何
晏
集
解｣

の
文
字
も

｢

為
政｣

篇
以
下
に
は
記
さ
れ
な
い
。
尾
題
は
巻
一
に
無
く
、
巻
二
以
降
は

｢

論
語
巻
第
二｣

な
ど
と
題
す
る
。
本
文
の
系
統
と
し
て
は
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博
士
家
本
か
ら
変
化
を
吸
収
し
た
丙
種
に
属
し
、
斯
道
文
庫
蔵
戒
光
院
本

(

前
記

『

斯
道
文
庫
論
集』

第
四
十
輯
・
拙
論
の

｢

室
町
時
代

古
鈔
本
論
語
集
解
所
在
表｣

を
参
照
、
各
テ
キ
ス
ト
の
名
称
は
、
以
下
同
様)

に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
訓
読
も

｢

述
而
不
作｣

を

｢

述
し
て
さ
く
せ
ず｣

と
読
む
な
ど
、
博
士
家
本
と
は
や
や
異
に
す
る
。

末
に
、｢
天
正
四
白

丙
子

初
冬
七
日
不
分
烏
焉
馬
任
管
城
公
写
旃
附
与
松
木
善
五
郎
殿
了｣

と
い
う
本
文
同
筆
の
奥
書
が
あ
る
。

蔵
書
印
に

｢

向
黄
邨
／
珍
蔵
印｣

(

向
山
黄
村)

｢

弘
前
医
官
渋
／
江
氏
蔵
書
記｣

(

渋
江
抽
斎)

｢

森
／
氏｣

(

森
立
之)

、｢

星
吾
海
／
外

訪
得
／
秘
笈｣

(

楊
守
敬)
、｢

教
育
部
／
点
験
之
章｣

｢

中
華
民
国
七
十
九
／
季
度
点
験
之
章｣

が
あ
る
。｢

経
籍
訪
古
志｣

｢

留
真
譜
二｣

に
著
録
す
る
。

(

二)

戊
類

Ｂ
、
室
町
中
期
写

欠
巻
七
〜
八

四
冊

後
補
縹
色
表
紙

(

二
六
・
七
×
一
八
・
八
㎝)

、
楊
氏
が
補
っ
た
中
国
式
の
表
紙
で
、
各
葉
に
襯
紙
が
施
さ
れ
、
包
角
を
加
え
る
。
原
紙

の
大
き
さ
は
縦
二
五
・
七
㎝
。
楊
氏
の
肖
像
を
添
付
。
何
晏
の
序
が
あ
り
、
巻
頭
は
、

｢

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
／
六
章｣

(

凡
以
下
は
小
字
双
行)

と
題
し
、
本
文
初
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
／
曰
子｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
始
ま
る
。

書
式
は
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
六
行
毎
行
十
三
字
、
字
面
高
さ
約
二
一
・
五
㎝
。
柱
に
は
何
も
記
さ
ず
、
た
だ
、
毎
葉
の
上
部
に｢

｜｣

と
し
る
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
字
面
の
上
限
を
書
写
時
に
目
安
と
し
て
覚
え
書
き
し
た
も
の
か
。
本
文
と
同
時
期
と
思
わ
れ
る
訓
点

(

返
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り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
濁
点
・
朱
の
ヲ
コ
ト
点)

を
加
え
る
。
紙
質
は
薄
手
の
楮
紙
で
白
っ
ぽ
い
。
墨
の
滲
み
が
遺
る
。
こ

の
感
じ
は
、
東
京
府
中
市
の
大
国
魂
神
社
所
蔵
本

(

甲
類)

に
良
く
似
て
い
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一

千
五
百
一
十
三
字｣

と
経
注
字
数
を
加
え
る
。
毎
冊
尾
に

｢

正
／
庵｣

の
鼎
型
印
。
ま
た
、｢

主
正
菊
也｣

と
朱
書
署
名
あ
り
。｢

宜
都
／

楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

(

以
上
楊
守
敬)

、
点
験
印
二
種
あ
り
。

書
式
や
字
句
の
異
同
か
ら
、
正
平
版｢

論
語｣

か
ら
出
た
転
写
本
と
判
断
で
き
る
。
斯
道
文
庫
所
蔵
の
青
蓮
院
本
の
類
で
あ
る
。
た
だ
、

｢

学
而｣

最
終
章
、｢

不
患
人
之
不
己
知｣

の
一
文
に

｢

王
粛
曰
…
…｣

の
注
が
無
い
な
ど
、
正
平
版
に
一
層
近
い
異
同
を
示
す
。
同
じ
戊

類
に
属
し
て
も
、
青
蓮
院
本
が
や
や

｢

論
語
義
疏｣

の
影
響
も
受
け
て
い
る
の
に
比
べ
、
純
粋
で
あ
る
。

書
写
年
代
は
、
正
平
版｢

論
語｣
の
影
写
本
が
全
体
的
に
古
く
、
室
町
時
代
の
前
中
期
の
書
写
に
係
る
と
推
定
さ
れ
る
の
に
呼
応
し
て
、

文
明
年
間

(

一
四
六
九
〜
一
四
八
六)
を
降
ら
ぬ
と
推
定
す
る
が
、
降
っ
て
も
、
文
亀
永
正
年
間

(

一
五
〇
一
〜
一
五
二
〇)

で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
筆
力
に
は
力
が
あ
り
、｢
は
ね｣

｢

は
ら
い｣

に
は
力
が
入
っ
て
い
る
、
然
る
べ
き
学
人
の
手
に
な
る
も
の
と
想
像
す
る
。

諸
書
目
に
著
録
無
し
。

Ｃ
、
室
町
後
期
末
期
間
写

存
巻
一
〜
二

一
冊

室
町
時
代
を
降
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
濃
丹
表
紙
。
大
き
さ
は
二
八
・
五
×
一
九
・
五
㎝
。
外
題
、｢

魯
論｣

と
墨
書
。
楊
氏
肖
像
を
附

す
。
何
晏
の
序
を
冠
し
、
そ
の
題
の
下
に

｢

論
語
序

緒
也
／
廊
也｣
の
よ
う
な
注
釈
を
補
筆
す
る
。

｢

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章｣

(

凡
以
下
は
小
字
双
行)

と
題
し
、
本
文
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
／
曰
子｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
始
ま
る
。
Ｂ
と
同
じ
、
正
平
版
系
の
題
し
方
で
あ
る
。
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書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
。
匡
郭
内
二
二
×
一
五
・
一
㎝
、
界
幅
二
・
五
㎝
。
柱
に
は
各
篇
の
首
葉

の
み
に
篇
数
を
記
す
。
本
文
・
注
に
墨
筆
の
本
文
同
筆
に
よ
る
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
を
加
え
、
ま
た
、
同
時
頃
の
朱
引
き
・

朱
点
・
鈎
点
を
附
す
。
紙
質
は
楮
紙
で
や
や
明
る
い
茶
色
、
墨
の
り
も
よ
く
、
字
様
は
軟
ら
か
い
。
独
特
の
略
字
も
多
く
、
青
蓮
院
本
と

同
じ
趣
き
を
持
つ
略
字
が
目
に
つ
く
。
本
文
系
統
は
Ｂ
に
同
じ
。
正
平
版
の
忠
実
な
写
し
に
近
い
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一

経
一
千
四

百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
三
字｣

な
ど
と
経
注
字
数
を
添
え
る
。

蔵
印
に

｢

問
津
館｣

｢
森
氏｣

(

以
上
森
立
之)

、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢

宜
都
／
楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

｢

楊
印
／
守
敬｣

(

陰
刻)

(

以
上
楊
守
敬)

、
点
験
印
二
種
あ
り
。

諸
書
目
に
著
録
無
し
。

Ｄ
、
元
亀
二
年

(

一
五
七
一)

藤
沢
一
寮
写

五
冊

室
町
時
代
を
降
ら
な
い
古
い
濃
丹
表
紙
は
Ｃ
と
同
様
で
あ
る
が
、
Ｃ
よ
り
は
新
し
い
感
じ
で
あ
る
。
一
般
に
、
丹
表
紙
は
時
代
が
古
い

ほ
ど
色
が
濃
い
。
恐
ら
く
、
書
写
時
の
原
装
で
あ
ろ
う
。
大
き
さ
は
二
七
・
二
×
一
九
㎝
。
古
い
題
簽
に
書
き
外
題

｢�官��
巻
第
幾

(

一

〜
五)｣

と
あ
る
。�官��
と
は

｢

論
語｣

の
異
称
に
用
い
ら
れ
る
漢
代
以
来
の
用
語
で
あ
る
。
こ
の
外
題
の
手
は
本
文
と
は
異
筆
で
あ
る

が
、
同
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
楊
氏
肖
像
を
附
す
。
何
晏
の
序
を
冠
し
、
首
題
は
、

｢

論
語
学
而
第
一

何
晏
集
解

九
十
六
章｣

と
題
し
、
本
文
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
／
曰
子｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)
で
始
ま
る
。
首
行

｢

悦｣

に
作
る
こ
と
や
、｢

学
而｣

最

終
章
、｢

不
患
人
之
不
己
知｣

の
一
文
に

｢

王
粛
曰
…
…｣

の
注
が
無
い
な
ど
、
書
式
や
字
句
の
異
同
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
と
同
じ
く
正
平
版
論
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語
を
ほ
ぼ
忠
実
に
転
写
し
た
テ
キ
ス
ト
と
判
断
さ
れ
る
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
六
行
、
毎
行
十
三
字
、
匡
郭
内
は
二
〇
・
二
×
一
四
・
一
㎝
、
界
幅
は
二
・
四
㎝
。
紙
質
は
薄

手
の
斐
楮
交
漉
紙
で
、
斯
道
文
庫
所
蔵
・
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
・
天
文
十
八
年
写
本
に
似
て
い
る
。
ま
た
、
字
様
も
軟
体
で
、
こ
れ
も
鉄
斎
本

に
よ
く
似
て
い
る
。
尾
題
は
Ｃ
と
同
じ
く
、
巻
十
ま
で
存
在
す
る
。
書
き
入
れ
訓
点
は
無
く
、
わ
ず
か
に
、
巻
六
に
少
々
附
訓
が
あ
る
の

と
、
朱
引
き
・
朱
点
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

毎
冊
末
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

伊
勢
太
神
宮
奉
納
全
部

極
門
二
十
五
代
時
江
州
坂
田
郡
七
条
之
生

藤
沢
一
寮

(
第
二
冊
以
降
に
は
、｢

寮｣

字
の
下
に

｢

筆｣

字
あ
り)

元
亀
二
年
八
月
二
十
八
日

(

花
押)

本
文
同
筆
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
元
亀
二
年

(
一
五
七
一)

の
書
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
存
本
か
ら
の
推
定
で
は
、
正
平

本
系
統
古
鈔
本
と
そ
の
転
写
本
は
比
較
的
時
代
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
は
、
室
町
時
代
の
後
期
に
属
し
、
幾
次
か
繰
り
返
さ
れ

た
転
写
の
可
能
性
が
強
い
。

蔵
印
に

｢

清
住
禅
／
院
文
庫｣

、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢
宜
都
／
楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

｢

楊
印
／
守
敬｣

(

陰
刻)

(

以
上

楊
守
敬)

、
点
験
印
二
種
あ
り
。

｢

留
真
譜｣

に
著
録
あ
り
。
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(

三)

己
類

Ｅ
、
室
町
後
期
写

三
冊

江
戸
時
代
に
後
補
し
た
香
色
表
紙
を
添
え
る
。
そ
の
表
紙
は
裏
打
を
加
え
る
。
大
き
さ
二
七
・
三
×
一
九
㎝
。
楊
氏
肖
像
を
添
付
。
副

紙
に
室
町
頃
の
本
文
同
筆
に
よ
る

｢

歴
代
歌｣

｢

史
記
韓
詩
外
伝｣

と
題
す
る
抜
き
書
き
が
あ
る
。
何
晏
の
序
を
冠
し
、
巻
頭
は
、

｢

学
而
第
一

何
晏
集
解

凡
十
六
章｣

の
よ
う
に
題
す
る
。
但
し
、
章
数
は
八�
篇
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
は
無
い
。
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎

馬
融
曰
子
／
者
男
子
通｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

で
始
ま
り
、｢

説｣

に
作
る
の
は
、
清
家
本
の

系
統
で
あ
る
が
、｢

孝
弟｣

｢

孝
悌｣

の
両
方
を
用
い
る
な
ど
、
清
家
本
と
正
平
版
系
本
の
混
合
が
見
え
る
が
、
本
文
書
式
か
ら
、
主
体
は

正
平
版
系
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行
十
五
字
、
界
幅
は
二
㎝
、
匡
郭
は
二
二
・
一
×
一
五
・
五
㎝
。
柱
に
は

｢

論
之
一

丁
付｣

と
巻
首
に
あ
り
、
本
文
第
二
葉
以
降
は
丁
付
の
み
で
、
第
一
冊
が
、
序
か
ら
通
し
て
、
三
十
二
ま
で
あ
り
、
第
二
冊
以
降
は
柱

に
は
何
も
記
さ
な
い
。

本
文
の
書
写
は
一
筆
で
、
書
き
入
れ
は
そ
れ
と
や
や
時
代
が
異
な
る
も
の
で
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
が
墨
で
、
朱
の
ヲ

コ
ト
点
・
朱
引
き
が
加
え
ら
れ
、
他
に
墨
筆
の
音
注
、
補
説
、
仮
名
交
じ
り
の
欄
外
補
説
が
あ
る
。
補
説
は

｢

論
語
義
疏｣

｢

論
語
注
疏｣

を
引
く
。
ま
た
、｢

イ
ヘ
ノ
本｣

(

家
本)

の
校
合
も
あ
り
、
博
士
家
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
も
引
き
比
べ
て
い
る
痕
跡
が
あ
る
。
紙
質
は
薄

手
の
楮
紙
で
、
横
紋
が
あ
る
。
総
裏
打
を
施
す
。
尾
題
は
、｢

論
語
一
之
終
／
経
一
千
四
百
七
十
字

注
一
千
五
百
一
十
三
字｣

に
作
り
、
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但
し
、
巻
四
・
七
・
八
・
九
に
は
経
注
字
数
が
無
い
。

字
様
は
、
斯
道
文
庫
蔵
永
禄
三
年
写
本
や
同
蔵
戒
光
院
本
等
に
よ
く
似
て
い
る
。
正
平
版
系
統
の
も
の
に
清
家
本
の
伝
本
の
要
素
が
加

わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
質
は
ま
た
、
Ｄ
同
様
、
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
本
に
よ
く
似
て
い
る
。

蔵
印
に

｢
弘
前
医
官
渋
／
江
氏
蔵
書
記｣

(

渋
江
抽
斎)

、｢

問
津
館｣
｢

森
／
氏｣

(

共
に
森
立
之)

、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢

宜

都
／
楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

(

以
上
楊
守
敬)

、
点
験
印
二
種
あ
り
。

｢

経
籍
訪
古
志｣

所
載
の
容
安
書
院
所
蔵
旧
鈔
本
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
ま
た
、｢

留
真
譜
二｣

に
所
収
。

(

四)

庚
類

Ｆ
、
永
正
十
二
年

(

一
五
一
五)

写

巻
九
・
十
享
禄
二
年

(

一
五
二
九)

写

巻
九
・
十
は
清
家
系
か

三
冊

白
色
に
金
色
の
網
目
模
様
を
施
し
た
近
代
の
表
紙
を
後
補
す
る
。
大
き
さ
は
、
二
四
×
一
七
・
四
㎝
。
楊
氏
の
肖
像
を
付
添
す
る
。
何

晏
の
序
は
巻
二
の
末
に
付
綴
す
る
。
巻
頭
は

｢

論
語
巻
第
一

学
而
／
為
政

何
晏
集
解｣

と
題
し
、
次
行
に

｢

論
語
義
疏｣

の
、
一
章
の
総
括
文
を
混
入
す
る
。
す
な
わ
ち
、

｢

学
而
第
一

論
語
是
此
書�
名
学
而
為
第
一
篇
別
目
／
中
間
講
説
多
分
為
科
段
侃
昔
受
師
業
自
／｣

と

｢

論
語
…
…｣

以
下
学
而
篇

の
意
義
を
ま
と
め
た
一
文
を
小
字
双
行
で
加
え
る
。
二
十
篇
全
て
に
わ
た
っ
て
同
様
に
作
る
。
更
に
、
本
文
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
通
称
／
也
謂
孔
子
也
王
粛
曰
時｣

(

馬
融
以
下
は
小
字)

と
始
ま
る
。｢

論
語
義
疏｣

混
入
本
の
典
型
で
あ
る
。
但
し
、
巻
九
〜
十

(

陽
貨
十
七
〜
堯
曰
二
十)

は
別
手
の
テ
キ
ス
ト
を
補
配
し
た
も
の
で
、
義
疏
は
混
入
し
な
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い
。
す
な
わ
ち
、

｢
論
語
陽
貨
第
十
七

何
晏
集
解｣

と
題
し
、

｢

陽
貨
欲
見
孔
子
々
々
不
見
…
…｣

と
直
ち
に
本
文
が
始
ま
る
。
あ
る
い
は
、
博
士
家
系
統
の
テ
キ
ス
ト
か
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行
二
十
字
、
匡
郭
は
二
〇
・
五
×
一
五
・
五
㎝
、
界
幅
一
・
九
㎝
。
柱
に
は
何
も
記

さ
な
い
。
巻
九
・
十
の
補
配
部
分
も
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
紙
質
も
共
に
楮
紙
。
本
文
へ
の
書
き
入
れ
は
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦

点
・
附
訓
を
墨
書
で
、
朱
引
き
、
ま
た
朱
で
句
点
を
加
え
る
。
い
ず
れ
も
、
本
文
書
写
時
と
同
じ
頃
か
と
想
像
す
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代

の
筆
に
な
る
書
き
入
れ
も
あ
り
、｢

師
曰｣

｢

朱
注
大
全｣

｢

栂
尾
本｣

｢

足
利
本｣

｢

修
善
寺
本｣

｢

天
授
蔵
本｣

な
ど
の
校
異
や
補
注
を
加

え
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一
〜
十｣
と
し
、
巻
九
末
の
み

｢

論
語
巻
之
十
八｣

と
す
る
。

巻
六
末
に

｢

永
正
拾
貳
年
五
月
一
日

付
与
曇

宗
穏｣

巻
八
末
に

｢

永
正
拾
貳
年
五
月
一
日
／
付
嘱
曇

宗
穏｣

と
本
文
同
筆
の
奥
書
が
あ
る
。

ま
た
、
巻
十
末
に
は

｢

享
禄
第
二
戊
丑
臘
月
三
日
、
依
奥
賢
所
望
奉
賀
書
之

七
十
五
才

不
堪
老
暘
慚
愧
々
々
注
有
不
審
不
及
私
用
捨
任
本
書
了

仰
後
勘
耳｣
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と
巻
九
・
十
本
文
同
筆
の
奥
書
が
あ
る
。
更
に
、
そ
の
後
に
、
本
文
と
は
別
筆
で
、

｢
右
此
本
修
善
寺
中
坊
永
運
求
之
二
十
六
才
時
読
之
了

授
到
大
坊
先
住
尊
印
御
房
也
／
天
正
十
七
年
庚
寅
弥
生
中
旬｣

と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
巻
八
ま
で
は
永
正
十
二
年
書
写
、
巻
九
以
下
は
享
禄
二
年
書
写
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
、
天
正
十
七
年

(

一
五
八
九)

の
感

得
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

巻
十
の
後
表
紙
に
は

｢

友
楳
館
鳥
山
／
雛
嶽
主
人｣

の
所
持
者
墨
署
が
あ
る
。

蔵
印
に
、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢

宜
都
／
楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

｢

楊
印
／
守
敬｣

(

陰
刻)

(

以
上
楊
守
敬)

、
点
験
印
二

種
あ
り
。

諸
書
目
に
著
録
無
く
、
楊
氏
が
発
掘
し
た
古
鈔
本
で
あ
る
。

Ｇ
、
室
町
後
期
写

欠
序

斯
道
文
庫
現
蔵
・
南
葵
文
庫
旧
蔵
本
と
同
種

足
利
学
校
系

五
冊

後
補
の
縹
色
表
紙
。
大
き
さ
は
二
五
×
一
七
・
五
㎝
。
書
き
外
題
あ
り
。｢

円
珠

論
語
幾｣

と
。
円
珠
と
は
室
町
時
代
の

｢

論
語｣

の
異
名
で
あ
る
。｢

論
語
義
疏｣

の
皇
侃
の
序
文
に

｢

物
に
、
大
な
れ
ど
も
普

(

あ
ま
ね)

か
ら
ず
、
小
な
れ
ど
も
兼
ね
通
ず
る
も
の
あ

り
、
譬
え
ば
、
巨
鏡
は
百
尋
な
れ
ど
も
照
ら
す
所
、
必
ず
偏
な
り
、
明
珠
は
一
寸
な
れ
ど
も
六
合
を
鑑
包
せ
る
が
ご
と
し
。
論
語
は
小
な

れ
ど
も
円
通
な
る
こ
と
明
珠
の
ご
と
き
有
り
、
諸
典
は
大
な
れ
ど
も
偏
に
用
い
る
こ
と
譬
え
ば
巨
鏡
の
ご
と
し｣

と
あ
る
の
に
よ
る
。
円

通
明
珠
を
略
し
た
も
の
で
あ
る
。｢

論
語
義
疏｣

が
混
入
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
往
々
こ
の
外
題
を
冠
し
て
い
る
。
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楊
氏
肖
像
を
補
添
し
、
何
晏
の
序
は
欠
く
。
義
疏
混
入
本
の
章
数
を
加
え
な
い
、
こ
の
庚
類
に
は
、
何
晏
の
序
を
欠
く
も
の
が
少
な
く

な
く
、
斯
道
文
庫
所
蔵
の
林
泰
輔
旧
蔵
本

(091ﾄ6)

・
南
葵
文
庫
本

(091ﾄ11)

・
舜
政
本

(092ﾄ52)

な
ど
は
同
様
で
あ
る
。
巻
頭
は
、

｢

論
語
巻
第
一

何
晏
集
解｣

と
題
し
、
次
行
に

｢

学
而
第
一

論
語
是
此
書�
名
学
而
為
第
一
／
篇
別
目
中
間
講
説
多
分
為
科
段｣

と
、｢

論
語
…
…｣

以
下
学
而
篇
の
意
義
を
ま
と
め

た
一
文
を
小
字
双
行
で
加
え
る
。
第
二
以
下
も
同
じ
。
本
文
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
／
男
子
通
称
也｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

と
始
ま
る
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
十
六
字
。
柱
に
は
何
も
記
さ
ず
、
匡
郭
は
一
七
・
五
×
一
三
・
五
㎝
、
界
幅
は
一
・

七
㎝
、
上
層
は
四
・
五
㎝
。
本
文
書
写
は
一
筆
で
、
右
上
が
り
で
や
や
堅
く
、
略
字
が
多
い
。
こ
の
風
格
が
、
斯
道
文
庫
所
蔵
南
葵
文
庫

本
と
よ
く
似
て
い
る
。
紙
質
も
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
で
、
墨
乗
り
が
良
く
、
こ
れ
も
南
葵
文
庫
本
に
良
く
似
て
い
る
。
上
層
を
作
る
書
式

な
ど
か
ら
も
、
足
利
学
校
系
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
上
層
に
は
本
文
同
筆
の
補
説
が
少
々
加
え
ら
れ
る
程
度
で
、
こ
こ
に
講
読
の
メ
モ

を
書
き
込
む
は
ず
で
あ
っ
た
。
本
文
に
は
、
書
写
同
筆
の
書
き
入
れ
が
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
が
墨
筆
で
、
ま
た
、
朱
引
き
が
加

え
ら
れ
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一
〜
十｣

。

蔵
印
に

｢

九
雲｣
(

陰
刻)

、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣
、
点
験
印
二
種
あ
り
。
ま
た
、
各
冊
末
に

｢

法
／
得｣

の
鼎
型
印
あ
り
。

諸
書
目
に
著
録
無
し
。

Ｈ
、
日
本
室
町
末
期
写

念
河
蔵
書

二
冊

江
戸
時
代
初
期
頃
と
思
し
き
栗
皮
表
紙
を
添
え
る
。
大
き
さ
は
、
二
六
・
四
×
一
九
・
五
㎝
。
楊
氏
肖
像
を
加
え
る
。
何
晏
の
序
を
冠
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し
、
巻
頭
は
、

｢
論
語
巻
第
一

何
晏
集
解｣

と
題
し
、
次
行
に
一
格
を
下
げ
、

｢

学
而
第
一

論
語
是
此
書�
名
学
而
為
第
一
篇
／
別
目
中
間
講
説
多
分
為
科
段
侃
昔｣

と
、｢

論
語
…
…｣

以
下
学
而
篇
の
意
義
を
ま

と
め
た
一
文
を
小
字
双
行
で
加
え
る
。
二
十
篇
を
通
じ
て
同
様
で
あ
る
。
本
文
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
／
通
称
也
謂
孔
子
也｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

で
始
ま
る
。
こ
の
形
式
は
、
各

篇
題
が
低
一
格
で
あ
る
の
を
除
け
ば
、
Ｇ
と
同
様
で
あ
る
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行
十
八
字
、
匡
郭
は
一
八
・
七
×
一
三
・
二
㎝
、
界
幅
は
一
・
七
㎝
、
上
層
は
四
・

五
㎝
。
上
層
へ
の
書
き
入
れ
は
無
く
、
本
文
に
は
、
本
文
同
筆
の
訓
点

(

返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓)

を
墨
に
て
加
え
、
同
じ

頃
の
朱
引
き
・
朱
点
も
あ
る
。
ま
た
薄
墨
に
よ
る
、
そ
の
訓
点
を
訂
正
す
る
手
も
あ
る
。
紙
質
は
薄
手
の
楮
紙
、
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第

一
〜
九｣

で
巻
十
の
み

｢

論
語
巻
第
十

経
一
千
二
百
二
十
三
字
／
注
一
千
一
百
七
十
五
字｣

と
経
注
字
数
を
小
字
双
行
で
加
え
る
。

字
様
は
小
さ
く
軽
い
。
軟
体
で
略
字
が
多
い
。
書
式
か
ら
見
て
、
こ
れ
も
足
利
学
校
の
系
統
を
引
く
写
本
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
字
の
風
格
、
紙
質
、
表
紙
、
な
ど
、
斯
道
文
庫
所
蔵
の
慶
長
十
五
年
写
本

(092ﾄ52)
(

こ
れ
は
首
に
章
数
を
加
え
る

｢

辛｣

類

に
属
す)

と
頗
る
似
る
。

蔵
印
に
、｢

念
／
河
／
蔵
書｣

、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢
宜
都
／
楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

(

以
上
二
顆
、
楊
守
敬)

、
点
験
印

二
種
あ
り
。

諸
書
目
に
著
録
が
無
い
。
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(

五)

庚
類
変
型

Ｉ
、
室
町
後
期
写

存
巻
一
・
二
・
九
・
十

林
学
斎
旧
蔵

二
冊

江
戸
時
代
前
期
頃
の
朱
色
表
紙
、
こ
れ
は
後
補
と
思
わ
れ
る
が
、
題
簽
は
古
紙
に｢

論
語
集
解｣

と
墨
書
す
る
。
綴
じ
は
楊
氏
の
こ
ろ
、

包
角
を
加
え
康
煕
綴
じ
に
し
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
二
八
・
七
×
一
九
・
七
㎝
。
全
丁
、
台
紙
に
本
紙
を
貼
り
付
け
る
。
本
紙
の
大
き
さ

は
二
五
・
二
㎝
。
表
紙
内
側
に
原
表
紙
で
あ
ろ
う
か
、
古
い
縹
色
の
古
表
紙
を
遺
す
。
楊
氏
肖
像
を
加
え
る
。
何
晏
の
序
を
冠
す
る
。
但

し
、
序
題
は
無
く
、｢

序
曰｣

と
序
の
本
文
が
始
ま
る
。
巻
頭
は
、

｢

論
語
巻
之
第
一

学
而
第
一

何
晏
集
解｣

と
題
す
る
。
巻
二
・
十
は

｢

之｣

字
が
無
く
、
巻
九
は
こ
の
題
が
無
い
。
本
文
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
／
之
通
称
謂
孔
子
也｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

で
始
ま
る
。

こ
の
形
式
は
Ｆ
Ｇ
Ｈ
に
見
る

｢

論
語
義
疏｣

の
影
響
を
蒙
る
義
疏
混
入
本
の
形
で
あ
り
な
が
ら
、
章
題
の
総
括
文
が
削
去
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
Ｊ
と
と
も
に
楊
氏
所
蔵
本
の
み
に
遺
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。｢
学
而｣

最
終
章
、｢

不
患
人
之
不
己
知｣

の
一
文
に｢

王
粛
曰
…
…｣

の
注
が
存
す
る
な
ど
、
本
文
の
随
所
に
義
疏
系
の
異
同
を
見
る
。
こ
う
し
た
庚
類
の
変
型
の
存
在
は
、
室
町
時
代
、
正
平
版
論
語
・｢

論

語
義
疏｣

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
緇
流
や
武
士
の
間
で
テ
キ
ス
ト
を
使
い
や
す
く
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
解
り
や
す
い
注
解
を
求
め

る
反
面
、
簡
便
な
形
を
も
求
め
、
積
極
的
に
形
を
変
え
て
吸
収
し
て
い
っ
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の

｢

論
語｣

講
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読
の
勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
伝
本
で
あ
る
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
八
字
、
匡
郭
は
二
一
×
一
四
・
三
㎝
、
界
幅
は
二
・
二
㎝
。
書
き
入
れ
は
、
本

文
同
筆
の
訓
点

(

返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓)

を
墨
に
て
加
え
、
同
じ
頃
の
朱
引
き
・
朱
点
も
あ
る
。
附
訓
は
ゾ
式
の
中
世
講

義
体
で
あ
る
。
紙
質
は
楮
紙
で
あ
る
。
尾
題
は
、｢

論
語
巻
第
一
終

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注
一
千
五
百
一
十
字｣

と
小
字
双
行
で
経

注
字
数
を
附
す
。
但
し
、
巻
二
は
尾
題
無
く
、
巻
九
・
十
は
経
注
字
数
を
添
え
な
い
。

字
様
は
軽
く
、
略
字
が
多
い
。
室
町
時
代
後
期
、
天
文
・
永
禄
頃

(

一
五
三
二
〜
一
五
六
九)

の
書
写
か
と
推
定
す
る
。

蔵
印
に
、｢

溝
東
精
舎｣

(
林
学
斎=

第
十
二
代
大
学
頭
、
一
八
三
三
〜
一
九
〇
六)

｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢

宜
都
／
楊
氏
蔵
／

書
記｣

(

陰
刻)

｢

楊
印
／
守
敬｣

(
陰
刻)
(

以
上
楊
守
敬)

、
点
験
印
二
種
あ
り
。
ま
た
、
第
一
冊
末
に

｢

持
主
明
印｣

、
第
二
冊
末
に

｢

明
印｣

と
朱
の
署
名
が
あ
る
。

諸
書
目
に
著
録
が
無
い
。

Ｊ
、
室
町
後
期
写

足
利
学
校
系

一
冊

空
押
卍
つ
な
ぎ
茶
色
艶
出
表
紙
。
後
補
で
あ
ろ
う
。
大
き
さ
は
二
五
×
一
七
・
五
㎝
。
楊
氏
肖
像
を
加
え
る
。
何
晏
の
序
を
冠
す
。
こ

の
序
に
は

｢

論
語
義
疏｣

が
序
の
全
文
に
附
載
さ
れ
て
い
る
。
序
に
義
疏
が
混
入
し
て
い
る
の
は
、
他
に
例
を
見
な
い
。
巻
頭
は

｢

論
語
巻
第
一

何
晏
集
解

学
而
第
一

｣

と
題
し
、
Ｉ
と
同
様
、｢

論
語
義
疏｣

の
影
響
を
受
け
る
テ
キ
ス
ト
の
形
式
で
あ
る
。
二
十
篇
を
通
じ
て

こ
の
よ
う
に
題
す
。
し
か
し
、
こ
の
伝
本
は
変
型
で
あ
る
。
義
疏
の
一
章
総
括
文
が
削
去
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
と
同
筆
で
、｢

学
而
第
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一｣

の
下
に
、｢

論
語
是
此
書�
名
学
而
為
第
一
篇
別
目
中
間
講
説
多
分
為
科
段
…
…｣

と
い
う
義
疏
の
注
釈
が
後
に
書
き
加
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
二
十
篇
を
通
じ
て
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
テ
キ
ス
ト
成
立
の
由
来
は
、
Ｉ
の
如
く
、
義
疏
系

の
写
本
を
も
と
に
、
義
疏
の
煩
雑
を
避
け
て
改
編
し
た
テ
キ
ス
ト
に
、
講
読
時
に
そ
の
参
照
と
し
て
再
び
義
疏
を
用
い
て
、
書
き
加
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
室
町
時
代
の
漢
学
に
志
す
も
の
が
、
ど
ん
な
志
向
を
持
っ
て｢

論
語｣

の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
、
読
ん
で
い
た
か
、

苦
心
の
様
子
が
感
得
で
き
よ
う
。
本
文
首
行
は
、

｢

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎

馬
融
曰
子
者
男
子
之
通
／
称
謂
孔
子
也
王
粛
曰
時｣

(

馬
融
以
下
は
小
字
双
行)

で
始
ま
る
。

書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行
二
十
字
、
匡
郭
は
一
八
・
一
×
一
四
・
三
㎝
、
界
幅
は
二
㎝
、
上
層
は
三
・
八
㎝
。

朱
の
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
を
加
え
、
墨
筆
の
返
り
点
を
施
し
、
送
り
仮
名
・
附
訓
は
少
な
い
。
上
層
は
補
注
が
多
く
、
数
人
の
手
が
入
っ
て

い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
書
き
入
れ
も
あ
り
、｢

純
曰｣

(

太
宰
春
台
の
説)

｢

茂
卿
曰｣

(

荻
生
徂
徠
の
説)

な
ど
を
書
き
入
れ
て

い
る
。

上
層
を
持
つ
書
式
な
ど
か
ら
、
足
利
学
校
系
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
無
い
。
書
体
は
略
字
が
多
く
、
紙
質
は
楮
紙
で
、
室
町
時

代
後
期
、
特
に
、
足
利
学
校
系
写
本
に
見
る
典
型
で
あ
る
。
尾
題
は

｢

論
語
巻
第
一
〜
十｣

。

巻
四
・
六
尾
題
の
後
に
、｢

岩
村

(

祷)

真

(�眞)
助
／
如
月
和
尚
御
遺
稿

全
部
三
冊
之
内｣

[(
)

内
は
巻
六]

と
墨
書
あ
り
。

蔵
印
に
、｢

向
黄
邨
／
珍
蔵
印｣

(

向
山
黄
村)

、｢

伊
澤
／
信
実｣

｢
明
誠
堂
／
伊
澤
氏
／
蔵
書
記｣

、｢

星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈｣

｢

宜

都
／
楊
氏
蔵
／
書
記｣

(

陰
刻)

｢

楊
印
／
守
敬｣

(

陰
刻)

(

以
上
楊
守
敬)
、
点
験
印
二
種
あ
り
。
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結

語

以
上
、
楊
氏
観
海
堂
の
蒐
書
の
意
義
と
、
そ
の
古
鈔
本

『

論
語
集
解』

の
文
献
学
的
意
義
を
、
そ
の
関
連
性
に
視
点
を
お
い
て
論
じ
た

の
で
あ
る
が
、
無
論
、
楊
氏
の

『

論
語』

蒐
集
は
、『

義
疏』
『

正
平
版』

ま
た
、
慶
長
刊
本
、
宋
刊
本
、
な
ど
多
岐
に
亘
る
わ
け
で
、

『

集
解』

本
の
み
で
そ
の
意
義
を
総
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
存
す
る
全
て
の
古
鈔
本『

論
語』

、
そ
れ
を
と
り
ま
く
刊
本
・

写
本
の
全
体
像
を
簡
便
に
ま
と
め
、
中
世
期

『

論
語』

受
容
の
理
解
を
普
遍
化
す
る
の
が
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
重
要

な
一
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
、
こ
こ
に
室
町
期
の
古
鈔
本
を
抽
出
し
て
整
理
・
解
説
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
類
型
化
と

多
様
化
と
い
う
二
面
性
を
保
ち
な
が
ら
、
古
く
伝
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
読
ま
れ
変
化
し
て
ゆ
く
書
物
文
化
の
連
続
性
が
、
古
鈔
本

『

論

語』

を
通
じ
て
目
の
当
た
り
に
理
解
で
き
る
こ
と
を
、
近
代
に
、
い
ち
早
く
知
っ
た
楊
守
敬
の
炯
眼
に
、
敬
服
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
。
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